示 連 島 産 ア アノ マイ ト 式 黒 要 母 の 昔 位 格子 と 
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本 誌 前 中 に 於 て , BOAR LIEK, 先 づ 六連 島 産 Anomite 
OAC West % sist L, ILA TK 2 GA ATS DIZ, Muscovite 及 Phlogopite 
i ese ee 
SUSE: ee Ot Bod HF ORFS, Phlogopite の X 線 的 理論 式 
Mtauguin ORAS BAT OME LIT UT, 未だ 其 分 子 式 を 決 
ES ARIAS 5 BUNK O, MAIC AEBE Anomite の 場合 に は , Hi 
の 時 雲母 の 場合 と 異な め , LARK T OBB Dd b, 余 等 の 得 た る 化 

ee 
ERERARORIME TOMBE, ILRORT 275m ¢ AMIE 2 


1) L. Pauling, Proc. Nat. Acad. Sci. 16) 123~129: 1930- 
2) Ch. Mauguin, Bull. Soc. Fran. Miner. 51, 285~332 1928: 
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者 な る を 以 て て , 比重 の 異な る 各 結 曲 に つき て は 叉 其 値 を 測定 せ ぐ ざる ベ べから 
ず 。 BUC ATEBIE Anomite に つき て 基 測 定 を 行 ひ , 基 値 を メ ョ キシ 
ー > 式 雲 母 の 値 と 比較 し , 進ん で BREO HALO 差異 に 農 す る 結 量 構造 上 
OPK BILAL To 

AWBE Anomite OES AZAS, THK PCE ORE 
Wedded, 基質 新鮮 に し て , RDI < ERTHTAEEL t D CHER OF 7% 0 6 
然 れ ども , JE RAO THB NRA TKS, CERES UC Bikini Ft SC HE 
Lo 最も 簡 電 な る も の も, [KORG OT, P-OM 3 tee ¥ L, 

第 ¢ if Heh (Sb FO OD Fin TIS FG 

な の め 。 HEBMILE O BAW ALR 

TIGRE tlawUC7 7 +4 
ト 式 と 呼べ の め 。 上 記 の 如く 六連 島 
HE Anomite は , 複雑 な る 結 曲 集合 
を 時 し , 其 界 結語 の 大 さ , 長き 方 に 
3 mm を 越え ざる 者 な る ぁ る を以て , EK 
に 記す る X 線 分 析 を 種々 の 目的 に 
行 ふ 能 は ざり DUST TE Oo MRA E BAGO BOLT OARS OE LET 
悪 雲 母 の それ と 比較 する を 得 た る の みな ら ず , BIA TO Rh, a Rb の 
値 は , 六連 島 産 ア アマ イト は メロ キレ シー > 式 時 雲 母 と 比 し て RHO fie Re 
PO. 此 結 果 は MELO 光 妃 性 質 上 の 差異 と 一 致し , 営 然 然 る さき 現象 の 
MNS BSS}, 自 か 簡 温 に の る み 取 扱 ひ 得 ざ る 他 の 現象 あめ , 然 れ ど も 今日 秘 
雲母 族 中 特異 の 光 崩 位 を 果す る 一 種 と し て 永く 特別 扱 を な せる 者 に 諾 し , 
X RRP OT LAD AERA IG UC, 特異 の 開 係 を 見 出せ る は 注意 に 値 す と 言 ふ 
を 得 べ し 。 


上 輝 の 如く , 六連 島 産 Anomite は X MABRE L UTA OSBORE G 


OF ee = eae 9070 3) 


ざぁ る を以て, UALOMVE MEAIB IC, te 42 iE Anomite CS CH 
BTS 0. BEEHS Krantz & OMA SHU SD, TUBE Biotite 
taht 90 RIE b BP Cin stud, Woe oc Birls TOD 
E95 RIE SRA BICHET SBMS, KEMORUESTO ak pws 
る 億 は , 六連 島 産 の Anomite の 如く な ら ず し て , 反 つて メロ キシ ー ン 雲母 
と 同様 の 開 係 を 晃 し , 本 問題 を 複雑 な らし む 。 

穴 位 格子 の 幅 数 六連 島 産 Anomite Osh? %& TMB Y) OWO, これ に 
つき て 結 表 振 動 法 (Oscillation method) に より め 測 定 を 行 へ の 。 

ABR ESRB X 線 分 析 の 場合 と 同じ く , Hadding-Siegbahn 型 の 
metal-porcelain tube を 用 る ゐる た る も , turget FAMOAMIK Fe を 用 る た る 


_ 者 を 其 億 に 使用 せる を 以 て , 族 屋 石 の 場合 と 異な れ り 。 


EMA SHAE (COOL) OVFPHIC UT, 基 れ よめ 部 分 的 に 光 尋 位 を 異 に 
する 部 分 を 除去 し , HBEBMORPOARIRNOL DS UTES UE 
Wik, 民 さ 約 3 mm, 幅 約 2 mm, PMA SZABO. HDF CHM 
OD Tr ti) ERE L, 光 軸 面 と 族 面 の 交 は る 線 の 方 向 , 及 光 軸 面 に 直角 の 面 が 旗 
i LIS SRROA MO, 二 方 向 を 軸 と し て , 約 30° HEY LOX RE IR 
撮れ 0 め 。 六 連島 産 Anomite の 場合 に , NAL —O Ar i 7 HEM hE し x 線 を 
MCA AOME & OHH 15° 振動 し て 結 曲 中 を 乱 過 せしめ た る 時 は , 


a Ofti ih, HE AGI Me BOOBS £0 X 線 を 旗 面 に 詩 し て 0~ 


15) に 左右 廻 較 し て 結 曲 中 を 透過 せ しむ る 時 は , b Oleh Lo A—-D 
ORAS CHEN O~15° の 傾き を 以 て Xx BEB UCHR Te SHR 0 
は , doo Dio 今 等 測定 の 結果 を 表示 すれ ば 第 一 表 , HORI 
表 に 見 る が 如 , し 。 「 

第 一 表 乃 至 第 三 表 よめ 六連 島 産 Anomite OPM TOMRE AOM 
oe 
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° 


a=9-27 A 

b=5:29 A 

Aroiyy = 20-05 A 
今 此 値 を Ural, Tscherbarkul # Biotite に 就き て , Mauguin の 測定 せる 


第 — 表 
7 0 Indices dion) 
16.33), 11° 56’ x (200) 9.33A 
RP go29 24 44 | « (400) 9.23 
Sp. 1 Cb) 42.68 24 °'°3 « (400) 9.28 
Sp. 2 (a) 16.57 1! a (200) 9.23 
Sp.2(b) 16.50 12' 2 a (200) 9.26 — 
9.27 A 
R=36.94inm, Fe Kos. 
第 = 表 
Z 0 Indices doo10) 
Sp. {22 95mm 19° 28’ 6 (020) 5.25A 
" 34.35 2127, « (020) 5.28 
Sp.2 Ae 19 18 6 (C020) 5.31 
Po '85 98 21 18 a (020) eyed | 
5.294 
R=36.94mm, Fe Kgs, 
: 第 = RR 
2 6 Indices doo) 
6.50mm 5° 00” 8 (002) 20.06A, 
7.18 5 30 « (002) 20.14 
21.65 Uy = 2 8 C006) 20.03 
24.45 16 45 « (006) 20.09 
32.05 20 28 6 (008) 20.01 
37.45 22 42 « (008) 20.01 
47.15 25 57 8 (0010) 19.98 
20.0A 


R=36.94nm, Fe Kgs, 


Pei lS 90905). 


fef a=5:30 A, b=9-21A, door =20-06 A に 比 す れ ば a Kd OMA AAC 
752009 。 其 開 線 は 第 二 園 の 如 し 。 


1 Meroxene type of biotite, 2 Anomite typé of biotite. 

Mauguin, Pauling Jackson and West の 雲母 族 の 研究 に よれ ば , Je 
果 は 皆 a く b な り 。 arb な る 開 係 は 六連 島 産 Anomite に 初め て 見 る を 得 
た り 。 此 半 係 は , Anomite に 於 ける 光 軸 面 は , (O10) に 直角 に し て , SH 
(SRC BAGO LO, FROME LORKHeELSLDE LT, FB 
せる 結果 な め 。 然るに セイ ロン 産 ア ノ マ イ 4 ト に 於 て は , BOT RRO 
係 は Phlogopite と 同様 に し て ach を 時 し , 六 連島 産 と 異な れ め 。 克 に 
ァ ノ マイ ト 式 と メロ キシ ー ン 式 と . の 一 般 的 結晶 構造 上 の 義 係 は , ARR 
"に 論ずる を 得 ざ る も , 六連 島 産 の 者 に 於 て は 未だ 見 出さ れ ざ めし 上 輝 の 如 
SHR RT SLD HO © 

BUBFOSMREKRICSES > PFR 。 六 連島 産 Anomite の 品位 格子 の 互 
に 直角 な る 各 洪 は , a=9-27 A, b=5.29 A doop =2005A な る を 以 て , 
其 容 積 は 次 の 如 Lo 

V=982:16 A? 

HIBS 2.966 な る ぁ る を以て 
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Vxe : 
Tego Fe = 17768 


な り め 。 AEELOUW BS HO he AS A RSC REUSE SDS, 其 分 子 比 は 
PERUSE A 但し 便宜 上 SiO, を 600 と し て 計算 せめ 。 
SiO。=600, Ti0g=43,. Al203=87, Fe203=18, FeO=92, 

MnO=1, MgO=449, Na20=38, Kz20=86, Hs。0-=54, 

H,O+=122, P205=!, F=14, 
な り 0 り 。 本 分 子 比 よめ XxX 線 分 析 に て 得 た る Phlogopite の 理論 式 に 調 應 せ し 


U ORAM % PERL 


COH,F sg (KN dng (Mg, Fe (Ti) pcg (Alay Stans Oso) > 2 GD) 
を 得 , Kips 
(OH,F),(K,Na)(Mg,Fe",Ti) ,CAISIgO,,) ee (2) 


に 近似 し , A) より 得 た る M=448-6 を 以 て , BULA THNR EE UGB る 分 
子 敷 を 求む る 時 は 


7e 4%, Muscovite 及 Phlogopite の 場合 の 如く , 寧 位 格子 中 に 四 個 の 分 子 
存在 し 得る を 知り , 他 の 雲母 族 と 路 ぼ 系 統 的 に 調和 を 見 ふも の と 言 ふ を 得 
“Lo thr E 8 PTAC HE ST SUFI, 上 記 (1) 式 を 作る 場合 に , HO 2 
HOF eFC UCI OFT & BIS SRNL IT vy | OFA 過量 
16 RES, AEEELOU EKA Phlogopite 分 子 式 に より て 表示 し て 可 な 
る や に つき 燥 を 僕 く 所 な め 。 

FIRB EGE S Biotite OMBIMIO 結果 WT する に , 0 は 
Phlogopite WimKOBS Sith ODS UML To MB WR Lis atc 
は Clarke の 分 子 式 

AlzMg2KHSiSO oi Sea aaa (3) 


mo Me 2107) 


(RPA HE}, 六連 島 産 Anomite は 普通 の Biotite KIHKUT Al。0。 
に 逐 し く , MgO に 富む を 以 て , (3) CTH OKZEONMREHEY LUA 
能 は ず 。 

BS OILY ham SPT KO, Biotite は Muscovite 及 Phlogopite の 如 
6 FG ICL TK WING BES, 従 つ て 六連 島 産 Anomite BST - 
SAT FAWET SHR DHL S 7% O 6 


| 前 oR 正 OR 
SS TAS HOS, aC, mE, HES, 7 ~ 1 b REED EEA F 
| KRICBY ST SSR PIERROML 
| a ti Bs 正 
1644 Tiry1 3986 448.6 
165 上 ょ Y 4 498.6 448.6 


本 邦 各 産地 チタ ン 鐵 克 , モナ ズ 石 , イネ ス 石 , 
FOLLY HE, 鋼 玉 石 , ZA, IIWZY) 
ン 石 , コル ンプ 石 , BRSOMRRR 
a OK HY HE <M 
at fi] FL 家 武 
mest HR IA eS 
ELE BE OPNCHNT SHE O BEC DPB RD 6 rte SHMNILO 
(ERE DIS CHR Lic 2 ined tc is PIPE L TNS BORO GE 
の 記事 に 補足 の 要 あ る も の 少 か ら ざ る を 以 て , 先 づ 其 の 中 十 二 種 を 選び こ 
ヽ ゝ に 選 を 報告 せん と す 。 
KiGRABREF SY site 
[LOGE EATE 11 年 島津 製作 所 標本 部 よめ Pte BTU Fk SOO 
(= UC EREDAR OIG PICA ke UCM To 入手 せる 標 


212¢8 ) BAK hy RK S 


本 は 長 さ 1.5 cm 幅 1cm 厚 さ 4mm LYOORMO-MIC UT, RBH 


ど 表 面 に 生 青 色 , 紫色 等 の 色調 を 上 帯 ぶ る 部 分 あり 。 BRAIN UT, HB 
(37833 575 B75 O 9 WE 5-5 以上 , 比重 は 比重 場 法 に よめ 測定 し た る に 
4-65 760 。 We BRS Z Ir Hta PsA dr ETL DO PAC HED TC lll FIBA OD 
MORSE RRO > MOBMORMS, MAL 推定 せら れ た め 。 定性 
分 析 の 結果 は チタ > ン 及び 鐵 多 量 に し て 他 に は ヵ ル シウム 及び ゃ ァ グ ダネ シウム 
の 存在 を 認め た め 。 上 述 の 結果 よめ 此 の 確 物 は チタ > ENGR L HEE 6 ON 
Le CAR) 
RiRUWBHEEF AA 

HE ARAB REM LOX + 24 bk OURGERREEG a vn » THO 
AS Rit RD FEM UTE S 記載 あれ ど , EF RHOBMICMTCS HD 
る 所 な か めき 。 著者 は 昭和 5 年 12 月 同 地 に 至り め , <7 24 pep d O BH 
の モナ スズ 右 を 長 見 探 集 し 得 た れ ば こ ゝ に 報告 せん と す 。 

BK モナ ズ 石 は 同 所 の 長石 探 掘 場 の 捨 石 た る 和 粒 短 構造 の 無色 石英 の 堪 
PIA DCE So i し て 此 の 確 物 の 周 園 の 石英 は 1~2 cm の 範 園 紫 色 
ett & Be LEO 。 探 集 せ る 標本 は 幅 ユー2 mm £3 13 mm に 達する 長 
Ekta, PFS 0-5 mm~1-5 mm OBARAB MES 幅 約 5mm 長 さ 10 mm の 
HEHE 7 O 

ER) LALOR AKA Ze tO THB RRAL AIC 

a=(100)) m=(110) 
の 存在 する こと を 知れ の 。 唯 此 の 場合 奇異 と すべ き は 此 の 二 種 の 柱 面 の 成 

SRRTES し て 次 第 に 一 端 の 細く な る 形 あ と れる こと な り 。 CHBMOKS 
柱 面 と 小 な る 鐘 面 と 思 は る ゝ 面 と の 段階 を 示す も の と 推定 せら る 。 MSIE 
icin OBC MSA ABI A L, a 面 を 双 上 唱 面 と する 双 上 唱 を 形成 せる も の 
ゝ 如 し 。 叉 他 の 柱 基 結 上 曲 の 長き 7 mm 幅 4 mm ば か め り の も OD BCH 2 BR 


SE 


it Hi x x 213C 9 > 


Aa BU m OAMOK MOH 22D 1 Oo LORENA & TORS 
BILPATUS UT EMOM S GRO MME & BILD. UILOKANICIS 


て は 一 端 に v=(111) LHBE LS S » HBR O « 


FPS < (001) 面 完全 に し て a (100) M&MRBE Oo BA KR, 


THE Lo USB IS UCR RT 

HOB REI K OMBSWELKAKKOMPEK V6 

比重 CR 

叉 放射 部 あり て 其 の 強 さ は 路 同形 同 大 の 朝鮮 順 安産 モナ ズ 石 と 比較 し て 
殆ど 相 等 し き 程 度 な り 。 

試料 の 少量 を と の , 弧 光 え ペク トル に よる 分光 分 析 を 試み た る に MO 
A DPV DA, を セ ぇ x 其 他 の 稀 土 類 元素 の 諸 線 を 認め た め 。 

bOI KO THO 磯 物 は モナ ズ 石 な る こと & 明か に し て , TSA 
FOG SEF AAO MEH L UTR Ze MNT Oo 

AI LE DBE OD WED By BO ACB OMAFEMS MET D 7 22 (EHEO AE RISIE TT 
BRT SL. (篠田 ) 

SB — R SARE SHIRAG 

BPD Rae Se POR LO REM 2 KE KEE 

PRESVE (SBE DNRREABES KO REMAKE RD 


st  -BE | 0.50352 


Pesos | 056 | SVEERO Re BAL 6 ic BAT te BD", 著 
0 | 8620 | MOET HUbRe, RUICAURE 2 BBD GB» 
“a 698 | RRC SAME UAHA 0. B¥OKDZR® 
pa as | ees 


total 99.82 REHPBPA LYS LOKM TCSBMAARIC 


1) WHEBRER, 第 37 B, 35 A, 1930. 
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於 て は 少し く 鶴 色 す る 傾向 ある は 高 信 の ャ シンガ ン 監 を 恐らく 自動 酸化 に よ 
め て 生ずる も の な らん か と 推 祭 せ し む 。 COMM ACA IE BU Ze 
MERA ES SHPMCBY FES AP ARCS o (岡田 ) 
HMEBBSRI ayy va 

APM ER ESS SOG KO 産出 する RRM OSHA, PA aa RC 
HB U, 基 長 さ 最 大 22 mm CHET SL OVMRBCHE SE OM Sti Oo 

之 を アプ デ ル ハ ル デ IRAE TRB IAOF, 110°C の 恒温 
て 500 時 間 を を 放置 する に 重量 の 減少 0-014 Fle UT, Bees, 更に 
200°C DALI ALS SBI KOTAK 7 WH URE ODE CBRE LOT 
含有 主 成分 は CuO, SO。, H2O BMS LE wRHEDHIO. bd (C010) CREF 
16 DESPA L, RU OR HRISIE, HO b=X, c=Z EVOTMOLBS 
M72 ATS 6 HIE RIK OBM Ze AB し , TED RATE Ze ATS, PTE IK Z OSA 
に て 測定 し ng =721-80 な 0。 

YULOPALO UTI OM De 7 2» v > SHOR (Brochantite) と 決定 せ 
Qo HAERHSIETBRIT SNS 8 WEARD ARE & 0 UTIL CBee (Sf 
{Cu (Cu (OH),33} SO, KERB L, BEAK EMRRICT AI LR 
7 &S STEM o Citi] FD 

RE RBA EA 

HOSWE 5 (Se RRR EBA Te (即ち 所 調 苗 木 地方 〕) よめ 控 集 せ 
る 鋭 石 砂 確 中 より 一 個 を 見 出し た る も の な り 。 重量 約 0.1g ORI LT 
Halse DHL. 色 は 淡 き 赤 紫 色 。 硬度 9。 比重 場 法 に よめ 比重 を 測定 し 
た る に 次 の 値 を 得 た め © 

比重 (30,) =4.04 

HRW LRT E OME I 7714 VIOBREPET 42U CBR tear 

ENBORP AERO 8D > EMICMCLERL EDS SMSeUTC 


fo RR K 91511) 


S CHE Oo (木村 ) 
RE RBAKAEEF RE 

IARI TO t+ KB CBOW BAD ORM. AAG CK 
EAA 310 A) に は 長 さ 4 mm に 達する モナ ズ 右 結 上 曲 を 産出 し た る 記載 あ 
AVE, 此 の 種 の 比較 的 大 な る ぁ る も の は 其 だ 稀 に し て , Eb UCP Sr 
WAR 7 OTH SMM Lo ENF IY ER BSED AE MD ATG IS CERES S DOR 
を 整理 し た る に , 其 の 中 よめ PHAR AtF XK Aids AP RBULK VO. W 
づれ る も 淡 黄 礼 色 に し て 其 の 中 一 個 は 長 さ 4 mm 幅 3 mm., 他 は 長 さ 7 mm Ha 
35mm に 達 す 。 前 者 は a=100, m=110, m”=110 
の 三面 を 観察 せる の み に て 十 端面 明か な ら ざ れ ど 後者 に あり て は 次 の 八 面 
を 示 LF HO A TRO Oo 

a=100, a’=100, m=110, m’=110 
m’=110, m/”=110, h=305, Y=11f 

LE NMOP, a, m, bh, ma ORME < BEL m SHU RU 
m’ (RUS IR YO. Rr (SHERNKVO6 

測定 せる 結晶 面 角 は 次 の 如 し 。 (木村 ) 
mow i | oat & i BRA) 
a (100A m C110) 430 14 | aso 17 | HO BRD hi I 
a (100A = mC110) 42° 56 CES ila? 8275) IBBA) TX 
a C1l00)A =m C110) 43° e ESO ies HINER & O UE 


a (LOO, hh (305) 49° 
a’ (100). sh: (305) 30° 5’ -| 129° 47 一 個 産 出し た る も 
m(110)A mY (110) 92° 33’ 93° 26’ Ot LTKEF— 


m(110)A bh (305) 61° 39° 622 14’ 
rC)A mcii0) | g 35° | 33° 35” 年 大 野 峰 治 氏 より 


HRI ET ARO ER 
a:b: ¢c’=0.9693'1:0-9256 %=76°20' XV BMY 


90612) er er oe 


寄贈 せら れ た る も の な り 。 WK Lom. 長 さ 約 2cm. 重量 約 5g. の 一 塊 に し 
ChiAh ed MEL KR eB CT ERE te ER L SBA SRA 
ICU CEB ICE Lo 

比重 場 法 に より て 比重 を 測定 し た る に 

比 箇 9.430 を 示せ り 。 

此 の 確 物 の 一 片 を 鉄 き て 弧 光 え ぇ ペク トル に よる 分 光 分 析 を 試み 3511(A) 
——24000A) の 範 園 に 於 て 波長 を 測定 せる に 蒼 鉛 の 線 極め て 盾 著 な る を 見 
た の め 。 此 の 範 園 に 於 て 観測 し た る 蒼 鉛 の 線 は 合計 31 本 に し て いづ れる も 文 
献 記 載 の 波長 と よく 一 致 せ 9 。 蒼 鉛 の 他 に は ゾ ワナ デン , 銀 及び アンチモン 
の 線 若干 を 認め た め 。 其 の 中 主 な ぁ 々 も の は 次 の 如 し 。 

ゾ ナ デン + 8288:9(A), 3185-4CA), 3184-0(A), 18188-4(A) 等 
銀 : 3280-7(A) 等 
FuF EY + 2877:9( A), 2598-1CA) 等 

LMORGR SE OOM T I Fv, 銀 , アン チ モ ン 等 の 微量 を 念 む 自然 

BMS 0 LHBEL 6G. (木村 ) 
BERANEMEA 

OGM S38 AO AITE + —7F eS RAG) ERG) AT KOMBO 
ー 個 探 集 せる も の な の 。 重量 約 0.4g. OPI UTHM i HEL. 色 は 
淡 赤 紫色 な れ ど 一 部 淡 窟 色 の 部 分 存 す 。 硬度 9. 

比重 坦 法 に よめ 比重 を 測定 し た る 結果 は 次 の 如 し 。 

比重 20,) 390 

右 川 地方 より は 独 森 及び 須 答 の 紅 柱 石 の VRE UTE HEO MEG 
(サラ テイ ャ ) う を 産出 せる 記載 あれ ど 此 の 標本 は 産出 を 異 に し 且つ 色調 異な 
れる 種類 に 属す る を 以 て こ ゝ に 記載 せめ 。 CRA) CASE) 

1) BAB MCKIE RAE) 121 頁 


a ae wx 217018) 


BAERS EO = OA 
的 構造 に 就 て (1) 
£eatp 野 長 PR 


序 a , 
FS AE DTN US GH 8 BC Ha AE HY AS OC AE PBR OSE fe © , DRA PA 


EOD HWEE I BET (SOLE BORA BWR O, Ek UC EAR 
KH, SEL ROPEROUKE, OY, BELO LOMO, KEE UT 


は 開 線 岩 , BIAMIGE ODIE & OBER Ok OE RUSS 酸性 岩 の 
小 語 出 を 各所 に 認 む 。 if 
BNR OIE REUSE (ELS aD Ae AE 6 Te MRI OWE RCI 


ある 如く , HERRSIVARORA CIMA S 4 lin MEO IS UT ZI 


MUAEC SE BRB, Bins BA, DEG, BSS, SOR, 黄 銘 
O8, UGB SA OS, ASR, BESO UT, 22.6 OFRB ISAK BO CA RK 
Ay ESE PERE SAR BRT o PINES PRAT 6 S » [ADS TE] 
WKS CHO DANK 2 KAMEN BSP SF AUSKO HARB 5 る 。 


CQ) BAL SvAREK 

(DBA, MMR RARUD Ro HiT e FLARIMK. 
(3) 少量 の 硫化 春物 の か を 含 む 石 英 脈 。 

(4) Et LUCHA R RHO BAK 

C5) 石英 脈 。 


BESS SZARVEG b O PUTn SHOE, 黄銅 確 , ASO, 斑 鋼 忠 等 を 反射 題 微 


1) BS aR RR + : 生野 鐘 山 地質 詩 明 書 。 
Takeo Kato: Jap. J. Geol. Geogr. No. 5) pp. 122~133, 1926~27- 
Takeo Kato ; Jap. J. Geol. Geogr. No. 6 pp. 31~48) 1928~29- 
2) Takeo Kato: 同上 。 


° 


2181 eA Tt OR 


店 下 に 吟味 し て 、 DGGE IS 3b % ASML OBARNBSE RO WA DICHARIE 
生 開 係 BORE INGE & Jy GNU & DACHARICH RL OF HERMON 2 BERABE £ OIE 
AAERETIRST & Fo 

ABA OMEGA BIC TWEE OVE AMDEGEO MVEA 5 BB 
の に し て , 特に 濾 洪 教授 の 御 指導 人 ぎ た り , WAC ERIC LIRA IR 
OH Ly EC MMU IA OVER BURA SLA 6 tui S SEBO 
ath MAL, 生野 魚 山 鈴木 一 郎 氏 , = CEG, DACORUM, 金 生 
SABLE ILM OME LIAL RERIC Bt LURE OM BMC 2 Fo 

1. PSane & PA sasAne Ee OH 
ANE» > I GABE A 8D BBS Ae TBE L, 反射 題 徴 鏡 下 に 検 す る に , BEG 
AE OL OD MERA SOMPAL BET 4 EOHO, MHC これ が 規則 正しく 直 
第 = 


B. GI 26054) 
Z. PRES me 
MURCIA T SEODHES CB—-lel AD, —MIC(S ASLAM RAL L, その 
大 さも また 超 題 微 鏡 的 の も の ょ より 110mm 大 の も の に 及び , ある 場合 に は 


RS FR! pe 21915) 


HOBENERALO & OD HAS HE LC ABN A SIAR BL, 時 に は 第 一 園 B 
BES DM SAAMI BART LLHOs : 

これ に 類する 共生 開 係 は , 1911 年 Laney JE AO CHERAB 2 BROAN L 
DANI 5 RTL, & ONDE 注意 を 引き , Ransome 氏 は と を ご 


KVGME 7S O LBO, Rogers 「 氏 は 交代 作用 IL kO&OKO LAL, Schnei- 


derhihn BC(&45(C DU AMET KC EIDE O RAE? & & OBE CHT L 
ZeMAORBIGE O, 温度 の 低下 に よ つ て PHYS EORANL LiweE 
Do 

Ji Wandke,Schwartz, Newhouse, Rateman “@ld2 & UL CHESMDG & BERT 
Mt OCR 5 2 ORO RMAC S TC BUY Ale TT Of: OAR, MAD 
(BA UC © OARS Re RIS SICH 9 o 
Ay 1 BL HE Da SORT 


液 に 小 量 の 硝酸 を 加 へ た る 
RAWAL CARS TUE, BY 
A GNU (SA ELD Wh eT 
る 人 午 自 形 結 品 の 集合 より な 
9, 第 二 園 に 示す が 如く 次 
GMD? s FURL IS S & Dik 
7 = = 26 OBIE OF 
DRI Sr 2 HS BIRT #9 300 fe PAILS SEBAIC EY OC BBE L 


C. HST Z. DAMES ais Tv O Bs PAHO 


1) F. B- Laney, Econ. Geol., Vol. 6. p. 406, 1911- 
2) F. L. Ransome, U. S. Geol. Surv. Bult., 540) p. 152) 1911- 

3) A. F. Rogers, Min. Sci. Press, Vol. 109, p. 686, 1914- 

4) H. Schneiderhéhn, Microskoq. bestim. u. untersuch, v. Erzen. 1922: 


We TF Ze si TA EPRI BOD VS 


22016) PA Mee 


中 に 分 岐 せ る も の を Bisa, LO MMAtL DREESRMORENTNE Ue SARC 
O CR FHUE ORK FICS CL BRUT, Rite SED tLe 

RAZ EAR DIE PHBE Ha NBC AR FES DBE SDE Ze TGP HRA LTRS Sle 
これ また 主として KMnO,+HNO, ROPE & OCR aa eaih zi K 
Hee SISHMMR Cetch figure) (<BR UL, MEIC IATA THE GS SS DMM 
く , SALA O OBIS SAE Ste C WO Ke 7, 或 は それ より 更に 周 園 の 
Di PAM Ae EEE UC ALIS 成長 せる も の 多く UT, 共に MOG LR 
D6 Lo KE silsl OPASEOD fz (I, Wan eae we HL S PAB OT 
は , € DBE S [ie HI i= (LIAO HLS TEES Bl L, BE HS (KC 
CRS, HMO SHRI, Moris, BIC K AAO BIE, 
最も 少な き 部 分 と 一 致し , HAG AVMO MAB we k OT SEF OS 
布 に 相 異 を 生ずる も の と NO ee こ 於 ける 試薬 の 作 
用 は , その 物質 の 種類 並び に 試薬 の 性 提 及 濃度 等 に 六 結 せら る ゝ 外 結 曲面 
の 方 向 に よ つ て 大 IRE BS (LMO WAI UC, ALTE DT READE) BRIE 
(5 OCH US BANE 6S » TIC BEFIO 2 ¢ BRET AS, その 成 生 に 
DHT O CRA PY ME RAY RE LA ST IES SIL wRRTLOL 
LBS 6 , KRM RS LOKI O HIMGMKLO BI IO DIES BME 
ee eve eral 

D> る 文 祭 構 造 は Bateman 氏 の i = DESDE ¢ OWE BOA 
subgraphic intergrowth, 或 は 叉 Lindgren BOF 2 HLAA » EHRORCR 
DESIG SHAS pseudoeutectic texture CABS S BOK UT, MK 
は これ ら の 構造 は 主として 交代 作用 が hypogenetic に 起 る 場合 に 現 は る ゝ 


1) Honess, A. P. “ The nature, origin and interpretation of the etch figure on 
crystals. ”p, 14. 1927- 

2) A. M. Bateman, Econ. Geol. Vol. 25+ p. 395: 1930. 

3) W. Lindgren, Econ. Geol. Vol. 25. 1~13, 1930- 


ee a eee aT) 


も の な り EROS 


1 ( 
Lansen FGUS ae Ge & ARAL = 9 > DE & OSE BARC RET tN, BES AT 


WROWRRED ABLE UCB G5 SSS EH L, Ze 交代 作用 の 結果 


0 LBA, EK 
DIE (ok PURE SA DB Ep 
DH O MIRE — 
OSL 08 FEMAIL DS 
EPEC IREEO ATE 
AsLODR ASME 
PHBLSLOL, H 
(ZEUS BRP RAC L, 
第 三 剛 に 示す が 如く 用 

CHI 82 f) RE(S 不 規 則 に し て , 結 
ABA に て は WRI AKL, Anne HST SSP CUS ARE EO, 前 
記 Lansen OS OCMUSS LOLA OT, ZEMMOMMRISIE aM 
DEK D & KRAD LORS LISD UT, ROME PATA t O 
BRICAT }, IAS RIS BRI LEC Rie IRT 4 EOI UT 直接 
OWRD C CAME Lb GK RHOUMMO 特別 の 場合 な らむ 


PEBAB So ZCKUCKBILIAD b SL A LK SOM SH 


HOT, MD & MEARE IK k O CIARA 2 IS Oo} HO, A 
Dz OWMK IS LEO CT SEA UNE (ATED BEE Ay OT, BRR & WOES 
SMG L (SIE AIMAO & OU Sx L RBA 5 Bo | 

BIC MBB TH DAM ¢ PORE SMIEO PEI O, WR b OBER I 
SED ARI t OPAL MES 5 EDHOT CHMRBC KHMER こ 


1) C. Lansen, Econ, Geol, Vol. 25: 356~364 1930- 


222018) salad Bi ty BE WR 


代 せ る こと を 認め 得 べ く , RR OR eae 各 粒 
DOMES HAAR ROK S LOZ OHNE, 叉 多 敷 不 規則 な る 多 FAB AWK 
示せ る も る もの も あり て , これ ら は 前 記 腐 僕 試験 の 結果 , 一 は 既に 交代 作用 の 基 
め る もの, HS AS PEE ARO Aion Re Fe LIK SBD LAGE Lo 

ULOBES ME UTH SUE, 明 延 確 山 産 内 亜鉛 左 中 に ある PESDUS 
JOB IROM ARIS 6S, 線 て 同一 時 期 に 曲 出 せる も の に し て , ZH aaH 
Sid £ OBNRiS, 内 亜鉛 確 よ り BOS Rav CHA L, FOR, 労 開 SUK 結 卓 
中 の 比較 的 反 應 し 易 き 方 向 を 選び て 成 生 し , 其 後 交代 作用 の 進展 と 共に 種 
々 の 不 規 則 な る 形 短 を 示し , 文 祭 基 構造 も この 交代 作用 の 特別 の 場合 な る 
も の と 参 へ ら る 。 CRG) 


Fx? Y) BO 2 ke ik 


Bet oh GE mi 
Seat bt A A = 

#- TY ASICKARA, Connecticut, Danburg (kh THY 6 trite 
Be UTCHEW OH % MDB c MA SSA AIO PEO 。 

E. S. Dana? (&2 > 79 AO AUBURN, AIRRU #2 2D Ortho- 
silicate CaB,(SiO,), ¢ UTRORMO, 黄 玉 の 成分 式 と 類似 の Bid 47% 
以 て , 選 を 同一 の Group と な し , 其 結晶 形 及 軸 座 等 も 赤 類 似 の 弁 あ る を 基 

9。 然 れ 共 其 産出 短 態 は 雨 者 大 い に 異 な 9, ダン テリ 石 は EL UCHR 
IOP ADC HE L, 黄 玉 は 主として < グマ ャ タイ ィ イト 岩 脈 中 に 産 す 。 


1) A System of Mineralogy, 6 th edit. p. 490- 


CM rt Nt enn in ae 993(19) 


最近 Niggli  (LOMMSUEI KC, ABE OD (LEU gHOBIS CAE 
O CSiO。,SiO。J。B。Ca を 以 て 表示 せり 。 然 れ ど も LRRD OREN 
SA WD LOD ASFA T, MM D MBL Ml te B RMR 
す も の な る や は 参 慮 を 要する 毛 に し て , Hime IB % ZILA LS AB 
な り 。 

最近 C. Dunbar KR F. Machatschki "は ダン プリ BO 結晶 類 造 を 研究 
し , JERDMATIS @=8-75 A, 62=8.01 A, c=7-72A と 決定 し 其 中 に 其 分 子 
式 CaB。Si。0。 な る も の 4 個 存在 す 可 き を 謗 せめ 。 ] 

今 等 憲 位 格子 の 値 よ め 軸 牽 を 算出 する 時 は 

Go ba CE 1:0924: 12 0:9638 

を 得 。 


PEELS DBAS, ELS. Dana” は ADE を ICBM LOA OS 
AVEO LAC OBE LMVOMA S&L OL AL, MAMOMA も MUON 
RENE Y 。 HM SH—-KOMLs 


第 一 表 然 れ ども oko (S BEC 
Nei | KE OME & UT, 
Topaz 0.5285 : 1 : 0.4770 a:b :c=0-5285(4) :1: 0-9539(5) 


Danburite | 0.5444 : 1 : 0.4807 5) 
PAC Oo RES MARES EO 


AS te 5 7 <BR K OMELT 
@:b:¢ = 0:528:1:0-954 
7248, Kokscharow OGD Dana Ofte ¥t UTIE LS iti Oo AA LH 


1) Lehrbuch der Min. Bd. II, S. 29- 

2) Z. X., Bd. 76, H. 1/2) S. 133, 1930- 

VN ocE cit: 

4) Ural, Min, Russl, 1854, ii, p. 198: 

5) Sci. Rept. Tohoku Imp. Univ. Ser. 3) Vol. 3) No.3) p. 171~175 192% 
BADR, 1, T1~T2Ho 


924020) en ee es 


同 叶 期 に N. A, Alston 2 J. West ik Negeria 産 黄 玉 の 結 唱 構造 を 研 
32 L, HRS T OS zg=4.64 A, 2=8.78 A, c=8:87 A な る を 見 出し , 
“この 値 よ り 軸 牽 を 算出 すれ ば 

Aa = 0:5285 A09538 

を 得 。 こ の 値 は Kokscharow の 値 と 近似 し , Dana の 値 と 比 そ れ ば <c 軸 に 
BUDE SRLSN Lo MICHELS Y 7) BOWAD Dana の 興 へ た る 
| Bie WELLL, ROWE 2 OMB, Dana OBA BAN ¢ MIM GS 
BEV. 

RANA UT VBOWES Xx 線 よ 9 得 た る 者 は Dana OMAK SH L 
RIE BIS LALOM Lo 叉 結晶 構造 上 Si の O CNS BK EM BA UD 6 
ざる を 以 て , 現在 に 於 ける RCA Clk DR — Group 中 に 編入 
せ ざ る を 可 と する が 如 Lc 

加 24 fe He Re 

Axil FeO) AUB GED 2 > 7 BS ABET, ERO 
1 3.em, 横山 に 沿 ひ 約 1 cm, HIGHT HI  O Ae WD SEHD 
者 な り 。 

‘nl, FEMISHE < BRE St. & %, VASE Ftv CLS eis, 
(100) 及 (oro) & BEEK AD CRIES Oo BL ROM ERA MB I 

何等 基準 と すべ き 結 曲面 な き を 以 て , (oor) 面 は 主軸 に 直角 に 切り て 作り , 
Cozo) 面 と (zo0) と は 人 工 (oor) TPERTABEK CCR L, HIE の 決 
HU DBEES » 7) BOHM & O, 結晶 軸 a 及 b の 位置 を 決定 し て 
直角 六 面 鐘 を 製作 せめ 。 牙 に 天然 面 を 利用 せる 場合 に 比 す れ ば , 人 工 製作 
MS DARTS BIESALS BAO o HINER OER MOAI AES HATER 


5 Z. X., Bd, 69'S. 149, 1929. 
2) HWA, 204, 251~267 H, KIE 2。 


/ < /; nol 

ye 2 A R x . 99521) 
可 き は , MULES LOL LIOR BS OHI, EMC OME 
CHB BU 22270. HKG LOBED, 如何 に 本 矢内 の 結果 
に 及ぼ すか は 未だ 知る を 得 ざ る な り め 。 RS 
LROMS 2 個 の 標本 に つき て 3 の 互 に 直角 な る 方 向 に , 1 回 乃至 3 同 。 
熱 周 眠 を 測定 せる 結果 は 第 二 表 に 見 る が 如 Uc a 
f ats 
第 = 表 ig 
Linear expansion in %. } 

Temp. a || to a-axis . || to b~axis | to c-axis 

see Ve 2. | mean ale 2. | mean ae mds 3. | mean 


20 | 0.00! 0.00] 0.00 | 0.00; 0.00] 0.00 | 0.00) 0.00} 0.00! 0.00 Micke” 
50 | 0.02} 0.02] 0.02 | 0.01] 0.01] 0.01 | 0.01} 0.01] 0.02) 0.01 ny 


100 0.04| 0.04} 0.04 | 0.03) 003] 0.03 | 0,04} 0.04) 0.05) 004 , ) 

50 0.08| 007| 0.08 | 0.05| 0.05| 0.05 | 0.06| 0.06| 0.07| 0.06 ee 

200 0.11 | 0.11} 0.11 | 0.06] 0.07) 0.07 | 0.09} 0.09} 0.10} 0.09 fs 

_ 50 0.13} 0.14} 0.14 | 0.08| 0.09] 0.09 | 0.12] 0.12) 0.13) 0.12 : Ke 
300 0-16] 0.18} 0.17 | 010] 0.11} 0.11 | 0.16] 0.15] 0.16] 0.16 fe say 


50 0.20] 0.21] 0.21 | 0.12) 0.13] 0.13 | 0.19| 018] 0.19] 0.19 
400 0-24} 0.25] 0.25 | 0.14] 0.16] 0.15 | 0.22] 0.21) 0.22) 0-22 
50 0-28) 0.29} 0.29 | 0.17) 0.18} 0.18 | 0.26] 0.25) 0.25} 0.25 
500 0-31) 0.32| 0.32 | 0.19] 0.21} 0.20 | 6.50) 0.28) 0.29} 0.29 
50 0.25 | 0.86) 0.8 0.22| 0.24) 0.23 | 0.35) 0.382] 0.83] 0.83 
600, 0.40} 0.40} 0.40 | 0.26] 0.26] 0.26 | 0.39] 0.56] 0.37] 0.37 
50 0.45 | 0.44] 0.45 | 0.29} 0.29] 0.29 | 0-43) 0.40} 0.41} 0.41 
700 0.49} 0.48} 0.49 | 0.82) 0.32] 0.82 | 0.48] 0,43) 0.45) 0.45 
50 0.53] 0.53] 053 | 0.35} 0.35] 0.35 | 0.53} 0.48} 0.50} 0.50 
800 0.57| 0-56} 0.57 | 0-39) 0.88] 0.89 | 0.58} 0.52) 0.54] 0.55 
50 0.63} 0.61] 0.62 | 0-43} 0.41] 0.42 | 0.64) 0.56) 0.59] 0.60 
900 0.68 | 0.66| 0.67 | 0.47| 0.45| 0.46 | 0-69} 0.60) 0.64] 0.64 
50 0.74] 0.70} 0.72 | 0.53} 0.47} 0.50 | 0.74| 0.64] 0.69) 0.69 
1000. 0.80| 0.74) 0.77 | 0.61} 0.50} 0.56 | 0.78] 0.69] 0.74] 0.74 


BO KROPNG K OR AIK KO, HH a, b, 及 < の 3 方 向 に 於 びり 
DAGMEAS 22 HES 2UULKO HM Lo 

Z, =0-00056321 ¢+-0-00000023 2? 

7, =0-00030044 ¢+-0-00000026 が 

7, =0-00046239 tH 0-00000030 2? 


996(22) ee ee ee eae 


但し の 基準 は 20°C に 取れ 0。 
これ 等 の 3 式 よ り 異 な れる 温度 に 土 す る 膨 眼 卒 を 算出 し , 測定 値 と BLS 
れ ば 第 三 表 に 見 る が 如 Lo 第 三 表 に は 線 膨 眠 よ り 算 出せ る 容積 の 膨 眠 を も 
際 記 せり 。 此 等 の 結果 を 園 示 すれ ば 第 一 賠 に 示す が 如 Lo 


第 = 表 
Linear expansion in % 
Temp. S 5 Vol. exp. ing 
|| to a-axis |] to b-axis J] to c-axis Pete 
in'C. obs. cale. obs, calc, obs, calc, obs, cale, 


20 0.00 0.00 0.00 0.00 | . 0.00 0.00 0.00 0.00 
50 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.04 0.04 
100 0.04 0.05 0.03 0.03 0.04 0.04 0.11 {0.12 
50 0.08 0.08 0.05 0.04 0.06 0.07 0.19 0.19 
200 0.11 0.11 0.07 0.06 0.09 0.09 0 27 0.26 
50. 0.14 0.14 0.09 0.08 0.12 0.12 0.35 0.34 
300 0.17 0.18 0.11 0.10 0.16 0.15 0.44 0.43 
50 0.21 0.21 0.13 0.13 0.19 0.19 0.53 0.58 
400 0.25 0.25 0.15 0.15 0.22 0.22 0.62 0.62 
50 0.29 0.28 0.18 0.18 0.25 0.25 0.72 0.71 
500 0.32 0.32 0.20 0.20 0.29 0.29 0.81 0.81 
50. 0.386 0.36 0.23 0.23 ies 0.33 0.92 0.92 
600. 0.40 0.40 0.26 0.26 0.37 0.37 1.03 1.03 
50 0.45 0.45 0.29 0.29 0.41 0.41 1.15 1-15 
700 0.49 0.49 0.32 0.32 0.45 0.45 1.26 1.26 
50 0.53 0.53 0.35 0.36 0.59 0.50 1.38 1,39 
800 0.57 0.58 0.39 0.39 0.55 0.54 LST 1.51 
50 0.62 0.62 0.42 0.43 0.60 0.59 1.64 1.64 
900 0.67 0.67 0.46 0.47 0.64 0.64 We 1.78 
50 0.72 0.72 0.50 0.50 0.69 0.69 1.91 1.91 
1000 0.77 0.77 0.56 0.54 0.74 0.74 2.07 2.05 


AIO IL 2 > 7) BORIS & HE ORMWIE と の 比較 を 試み ん に , 線 周 
眠 に 於 て は b 軸 に 王 行 の も の は 雨 者 の 値 極め て 近似 す 。 ake chic PATO 
WZNAE IL ADDIS PS CHRIS te & 8 IAMS ICSE 5 GEO TC IO AAR 
OWNES LAZIO SEB UC, MUBIE & 0 RIE T 得 た る 値 は 第 四 表 


1) loc. cit. 


DAN Lo 
要する に ダン プリ 石 と 黄 玉 と は 常温 より 1000°C EOIN T SILA 
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FROBMEISPAA El —- 2 O LEARN LS 
これ 等 の 開 係 は これ 等 確 物 を 構成 する 原子 及 其 排列 と 密接 な る 開 係 を 有 
する 者 な る は 明か な め り 。 更 に 後日 論述 する 所 ある べし 。 | 


プラ ツ グ 氏 斑 酸 忠 類 硫 物 の 結 唱 構造 概論 (6) 
Hat 高 根 勝 A 
ll. 狂 酸 壇 構 造 中 の 配 位 律 
酸 臨 類 及 錠 に 類する 複雑 な る 無機 物 の 構造 に 於 ける 題 著 な る 性 玖 は 人 金 _ 
局 及 Si 原子 の 周り の O_O 原子 正 多 面 簡 群 の 存在 する こと に あり 。 こ OPEK IL 
現在 に て は 其 だ よく — IZA GAUCHE BROS LORS CBIR S > 8, 


228C24) a Oh wR we 


x 線 分 析 に より て , AMO Wer SHE DMET 3 DIES, その 普遍 性 は 妖 
問 と され た り し こと を こ ゝ に 更 め て 記す の 要 あ め 。 NaCl 及 Cake, HO 
如き 簡 軍 な る 構造 に て は 陽 ィ オン の 周り の 陰 イ オォ ン 群 の 規則 正 し さ 及び 逆 
に 険 ィ オン の 周り の 陽 4 オン の それ は 結 品 が 各々 高度 の 問 笑 を 有する 結果 
な め り 。 Rutile 及 Anatase に て は その 第 一 の 構造 中 に て 各 原 子 の 配列 が 血 
ARO VENER TRH S 20S O し 時 に さき へ 陰 及 陽 4 * > の 群集 に は 同様 の 規則 性 
ある こと を 暗示 せり 。 Quarts (SEAM MMOMO ALS & O75 9, Beryl, 


Olivine, Chrysoberyl 及 Garnet (S#25500 EGA /VITH KOS ESTE O 6 


CHE OROR EG OA SBA IS CIS KOM ¢ (RKB 
SiR 4OR TORT OMBHOP ON HO 6 

Be (Si (< POMBO Pl H SMMSAR BAT, COMFISEERBS UT 
X PRPS KO THR COME PRET SILAAK 6 SDRBYH EO 
謙 近 は 多く の 場合 間接 的 の も の な る も, UCORHIS C OME D BeD 
位置 と し て 適 営 な る べき を 蔽 せめ 。 Hi 
B は Danburite PIC CISPUERAF PIC, Hambergite に て は 三 回 和 群 
(Zechariasen) 中 に 見 出さ れ た り のり の 。 

Al は Al,O,, Chrysoberyl, ‘Topaz, Garnet, Beryl, Cyanite, Sillimanite, 
Andalusite, Staurolite 4% OMODED PIX Clk 6 ORF Ot S/S 
AFR Oo KF Sillimanite 及 Melilite BEPC T la OAR EH AS 
SlLEMMHE ERED. MR Al は Pyroxene 及 Amphibole 中 に て 
(SMEIS Si を 置換 する を 以 て 等 の 化合 物 中 に て は 40 原子 間 に 横 は 
ら さ ざる べから すず 。 Schiebold は Al が Felspar 中 に て AO 原子 中 に ある 
CE MEDIO Taylor に よれ ば Andalusite 中 に て は ALIS 50 FR 
子 中 に 位置 せり 9 と , この BYES O LAULD WO kahit b LBS 


1) F. Machatschki, Z. Krist 70. 211, 1929. 
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Mg は Spinel 及 Melilite 群 中 に て は 40 原子 中 に あり 。 Garnet 中 に て は | 


Mg (sED It OMAR TS 40 原子 群 の こつ に て 千 続 さる , され 


ば その 配 位 敷 は 4 か 8 の 何れ か な り 。 Olivine, Chondrodite, Pyroxene NN 


及び Amphibole 群 中 に て は 大 約 正八 面 較 の 隅 に ある 6 O 原 子 中 に 横 た 
は る 。 

JED Fe 及 Mn は Mg と 同様 に 46 或 は 8O 原 子 群 中 に 横 横 た は る 。 

三信 の Fe は Al を 置換 し て 八 面 簡 群 中 に 横 り 0, 恐 ら く DURE IS & 
横 は り 得 る な らん so 
Ti は TiO。 の 各 型 , Titanite 及 Benitoite 中 に て は Ate c 横 た 
は る 。 

C。 は Garnet 中 に て は 80 原子 間 に 横 た は り , Pyroxene % Amphibole 
中 に て は 80 原子 中 に , Titanite 中 に て は 70 原子 中 に , Monticellite 
中 に て は 6O 原子 中 に あり 。 

zn t& ZnO に 於 ける 如く Willemite 中 に て も 四面 鏡 辞 中 に あり 。 

on PIE TIE 8O RF PEDO. 

Sc は Thortveitite 中 に て 60 RIFAKHO, し か し こ ORES ABIO IE 


iia さき さ へ も 形成 せ ず 。 

Ba は Benitoite 中 に て 60 原子 中 に あれ ども , {HO AMA & (SAPS KES 
EBEEZ 75 Fo 

Na は Alkaline pyroxene 中 に て は 80 原 子 中 に あり , Analcite 中 に て は 
60 原子 中 に 横 た は る 。 


之 等 の 群集 の 型 あ 下 の 如 さく 弧 括 す る を 得 べ し 。 
一 般 に 小 な る 1 4 LAGERAS LGXGS る 原子 に は , それ を HRT S 
群 中 の 〇 原子 の 敷 も 小 敷 な り 。 Goldschmidt は 配 位 構造 有する 簡 澤 な る 


= 
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、 化合物 に つき て 廣 範 園 に し て , し か も 上 魅力 に 富める 研究 を な し て , 配 位 敷 は 
陽 1 す > と 陰 4 オン と の 開 係 的 な 大 さ に 因 る が 如 し と 結論 せり 。 例 へ ば ご 
酸化 物 と 二 引 化 物 の 系 列 中 に て は 結晶 の 位置 エネ ルギー が 極小 に な る 色 め 
BRA + DIBBA at > CRAM ON <, IBA オン の 御 径 の Wt tv OAK 
(LS SIG 0-67 以下 に 減じ た る 時 , BAHO 8: 4 配 位 よめ Rutile WO 
第 n 表 
汗 酸 境 類 中 に て 癌 察 され た る 配 位 敷 


Be” 4. Ca" 6:7;8) | Fee S| 2426 
Bw 3,4, Se" 6, Ze 4 
a ee Tr | 6, Waters 
Me: |) 4,63: 1- Mot 2 
Al” | 45,6. | Fe" 4,6,8. 

EN 


6:3 ACL ORME AES > BAD EEMREEANCT 8 O 原子 群 の 聞 に 大 な る 1 
+ PORE 2 LNT EZEMBLY © TOPMOKS OMFIL 60 の 
群 の 間 に 存 在 し , 40 ERFRFOR NC Bik) OBERAT ARF OFFS S 
CLAW SS. 然るに 上 表 に 示せ る が 如く 或 る 所 奥 の 原 子 の 配 位 敷 は 種 
ANBMES BO o 勿論 之 等 の 角 化 は 吾 人 が 甚だ 複雑 な る 結 唱 構造 を 取扱 
へ る に 依る も の な り 。 

Goldschmidt の 法則 に よれ ば Mg 及 Fe 原子 は 60O RFR 
NSC EVAN LSE O. 多く の 場合 に は 然 る も , この 二 原 子 は ERO 
面 盤 型 の 四 回 群 中 に 見 出さ れ , 80 原子 の 不 規 則 群 中 に も 赤 遂 見 さる 。 

Si BR Al の 如き 原子 に あり て は , 各 群 に て 表 さ れ た る 位置 エネ ルギー 
は 全 結 唱和 角 に 於 ける 位置 エネ ルギー の 大 部 分 を 占 む る と 才 ふ る は 適切 な る 
が 如 し 。 COT, その 結晶 の 位置 エネ ルギー が 極小 な る が BC, ZO 
人 各 呑 は それ 自身 の 位置 エネ ルギー が 最小 な る 如き 形 を 探 ら ざる べから ず 。 
RUE b, WARIS CHOY PRR E14 オォ PEE Ite SHERI MAR 


— 


+ 8 kh Mw 931027) 


Bee LIA P ES, また 極小 位置 エネ ルギー を 有する こと が 大 小 の 4 _ 
4 OFGHES Revie SHARE O LEAH APB PSERBEE LE BOE 06 


EAA RRC EE & CAAA OWE Goldschmidt 数 授 に 人 送り た り 。 同 数 
授 が FORCE L THY S HEMET MIC 引用 する と と に 同意 され た る と 

と を 感謝 す 。 彼 は SiO4 辞 が 荷電 球 の 充填 に 甚だ 近似 す と 少 ふ る 理由 を 次 
DI ¢ MH Vo 

a) Be-F R&fK (Complex) に ょ り て Si-O RAKOMAtMISrc72L4 
ret 0 CEA ty Be OFVOMECRMEL S F OMBA—ZO 
PELLAS 3 ei EOME OVA LM ele FoXPbF 

b) Ge-O RARKK CZLETSCERMRECLT, Ge は Si より も る ょ よく 
HO*AyLAWED ( SAMIR, 

C) EER © OR FORFIRPAEIA Corundum 或 は 酸化 マグ ダグ ネ シ ウ ム ぇ ム の 
He HOMME AP ICR SO OMPREL KH Lo 

か く て 彼 は 次 の 如く 結論 もり 。「 余 は (Goldschmidt HANPICIAUY 24 av 
bonds と 原子 偵 bonds と の 差異 は , DC LUZ OBSKRUD SE EMO 
し め て 人 々 が 老 ~ る な らん 如き 原子 間 作 用 の 機構 た に た と ょ とり て は 余り 重大 な ら 
Fo ERC OAAYROMM ONS 結晶 中 に IT D HALEN ASR eS 
BRO イオ ン 相 互 作用 に あら ざる BACKER OAEK IE DB MIL 
L#BESRORV, AYLI Ber) £UdE4 + YB Gi-O) Ai Ic 
MET IE L, OPEL RCanion): RCcation) BHBAE—HRSLECAO 
Be-F, Ge-O & Si-O の 結晶 の TEA RMUMA tST LILY TC, PMI 
は 相互 間 の 原子 bond Cinteratomic bond) の 性 質 よ りゃ 重大 な る BAICL 
て , 余 は MgO HARA AML UPEIM SS SLB TES LIC SiO4 FE 
ARR —EPTEOR EK VERS LBS EAT I と 。 

今 考 へ た る が 如き 力 は 認め ざる さこ か ら ざ る も ゃ の に し て , PELOBRSE 
抑 て の 化合 物 の 辻 際 の 形 像 を 形成 を し むる 甚だ 勝 れ た る EMS 7 LAR 
の 存 せ ざる 所 な る べし 。 PHAR Si-O MOMMA KiB BSCLEAEA | 
「 れ て 論 ぜ り , 何 と な れ ば 一 方 ss は 4O RF OMKEL TCT OPEL THE 
の 問 に 充填 する を 得 と し , 他 方 た は Si を + OATES 40 RF OBR 3 [AIC 
MET SBA VAX WT Ws sia EME, SHH I VY. 更に Be-F & Si-O 
FEL OFAW A V FERMI OR ie SPE E UT Si-O FEO & had Lid FS 
CLA ABHIC RE FSP CMM UG FEAR & LO 6 HIKIESI-O 


/ 
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MoMA te SUMEKKS LY &BSWLOBLP SHELHPS~L, と の 
BAEC PO ARE PO Al が 如何 な る 場合 に た Si EM—OMWMKrtS~s wD 
を 決する は 困難 な る 事 満 に 徴 し て も , その 正しき を 認め ら る る な らん 。 


Goldschmidt に より て 研究 され た る , 戒 イ オン が 他 の 金 局 原子 の 周り に 
配 位 的 構造 を と る と の , 簡 早 な る 化合 物 に は よく 適合 する 法則 は こ ゝ で は 
記 興 の 結晶 構造 中 に 於 て Si 及 Al の 如き 原子 の 周り の 群 の 配置 に 従 は し む 
る 要求 と 矛盾 する 所 あめ 。 こ は 法則 と いふ より も 寧ろ 或 る 傾向 を 表す に 過 
FS, O 〇 原子 間 に あ る Si の 位置 は 常に 或 一 定 の 区 態 を 示 し て 新 結 量 構 造 の 
分 析 に 営 り て は 信頼 し て この 性 質 を 用 ひ て も 可 な る が 如 Lo BERTH 

は 薄 る 原子 を 続 り て 他 原 子 の な す 群 は 交替 可能 な る ぁ る こと を 常に 念頭 に 


_ 置か ざ ぐる べから ず , か か る 交替 可能 の 例外 と し て 写 及 Be PB CAZ LR 


得 べ し 。 

金属 或 は Si 原子 の 周り の 0O 原子 の な す 正 多面 鏡 群 は O 原子 を 共有 し て 
結合 さる 。 之 等 の 群 の 結合 を 記載 する に 筆者 と Pauling 氏 と は 多少 異 れる 
概念 を 探れ め 。 複雑 な る ぁ る イ ォ > 構造 研究 に 管 り Pauling の 探れ る 方 法 は 次 


CBB. 筆者 は 各 辞 が 比較 的 大 な る 0 ATOR OBS oe 


の 参 ゃ 有 せ り 。 

ユニ 原子 中 心 間 の 中 離 は 2.7 7. SWE AE, OD Si-O FEE 1, 2, 3 な 
2 ユニ 〇 原子 を 共有 す 。 同 一群 に 局 せ ざる 0O 原子 も 赤 同 一 の 間隔 を 保 て り の 。 そ 
AUIS FED O VRS DETAR TP UE STARE SERA HE UC CHEE Str, FOB 
RUMOR TF2MBY LUSLFAARASL, COFIALOMN BS 
BAR OWD O し 時 に は X 線 分 析 に 於 て 最も 依 蘭 すべ き 方 法 な りき 。 
Pauling は 結 唱 構造 中 の 宮 位 と し て 選 等 の 群 に , & $025 BRE Ar 
CHAE O A 4 4 vitith PORE) 7% SRO: val 中 に て , 筆者 及 そ の 他 


1) L. Pauling, Sommerfeld-Festschrift, Leipzig, 1928, ibid. Am. Chem, J. 51) 
1010; 1929. 


es ak OM & 933(29) 


OKA E OTH D 6 tere BEE CHEROA © 2, HB, PRAT THA 3 
Sb MOL iit YA<3 2IBR 0» Pauling DH & SHAE 
表示 の 例 と し て 第 24 園 を 掲げ た 0 。 

Pauling は 彼 の 方 法 と 筆者 の 探 用 せる 方 法 と を 回 照 し て , ZOMOBRS 
HINES BELG < (LING Ao 小 な る 御笠 の 陽 イ オン の 周り の , BEEK 
な る 附 イ オン の 正 多面 前 知 の 思想 に 替 ふ る に 四面 角 及 八 面 艇 群 の 思想 を 以 
つて , LOMT 4 g-2+0w | 
ALUHBSSZI2 Ff : ee 
の 代り に 隅 , 稼 を 共 
有する こと を 以 て す 
る は 全く 記述 上 の 便 
MIL UT, HHO 
法 も 夫 夫 その 特徴 を 
有 す 。 若 し 分 析 の 初 
DILSO THMO KE oo eas ‘ 
+O} 0 OF ARO 4 #* y ta Hint Ze MD IC bo SB Pauling の 


FE AAG LBL Ic CHS SAK 
型 に つき て の 知識 を HEM し, 各 入 面体 は Brookite, TiO。, CK 


有 す と せ ば , LO ける Ti 原子 の 周り の 6 0O 原 子 若 を 表せ り 。 


"電位 多面 鏡 を 結合 し て 容易 に 結晶 に 可能 な 形 を 暗示 dr, その 結晶 構造 は 
容 易 に 直観 し 得る な る べし 。 (Ui OY 2g, BINED A tO JO 
KPO +  DHMT A EDF SOMME L, LOK ARE, 
fh 2 WRU COBALT BYS 2 RNR A + STIR Ze BI LI 
Bre Hlk Oo HELE TMD MBBS PRIS CHER 3 OS LUE, それ 等 多面 
Hs AMI UC & tO HAL S BOD AOA AS 6% SON 
Lo WEIARICHHE 2-74 ( 〇 原子 の 場合 に ) 以内 に は その 隅 を も ゃ たら 
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LISS & CAOMABAN ALE VE LABS, この こと を 参 ふ る 時 , 
多面 触 の 疫 は 筆者 の 用 る た る 大 な る 険 イ オン の 充 幸 と 等 し きる もの と な る ペペ 
Le 

35 LEMDABED OT ORG LAAES LUE, EZ TA OR THER 
SBM Si 原子 が ある 場合 に , 最も 可能 な 次 定 配 置 は 正 イ ォ ン , RECS 
が 大 な る 電荷 を 有 し て , HEAR O HET 分 布 せ る も の な る べし 。 こ の 原理 
($,0 € Si の 比 が 充分 大 な る 時 は SiO, MUBILV OS L t Obese EH 
し , 叉 金属 原子 に 可能 な る 位置 を 座 定 する 急 め に , 筆者 が 理 酸 臨 疾 構造 分 析 
の 和 初期 の も の に 使用 せる 所 な り 。 Chrysoberyl BeAl,O, の 如き 結晶 に て は 
Be (& 線 分 析 に て は 決定 し 能 は ざる も この 原理 に より め て その 位置 を 指定 
する を 得 た 09。 Pauling OMEGAS MOLI HC FZ OMRERS BER a HS 
CRN 6NKO. SMMORRMOBAS, Bit» BESEUTHE 


せしめ る 結果 ょ な る ぁ る, ZRUUT SHO, この 原理 は 一 の O 原子 を 共有 


する 時 隔 の 共有 , ~OD OFA DS AUEROZA, 三 つ の 時 面 の 共有 な る 名 
笑 に し て 表示 され た り 。 FERRER NCH SEO W ERLE UTRIZIE 
を 得 , HOC OKMS (SILT Ditties (CHT [a] 78 B BB, 結 量 構造 の 分 析 に 
滞り て 其 だ 有用 な る 指針 と する に 足る 。 次 に 今日 迄 に 観 祭 され た る 型 を 線 
括 的 に 記載 せん 。 

Si の 周り の 四面 前 群 は 猫 立 し 或 は 一 Oo 原子 を 共有 し て 結子 さる 。 それ 等 
の 群 は 一 の 原子 ( 隅 ) を Al, Be, B, Zn OUMHBHE tJtA L, Lit Al 及 本 i の 
周り の 八 面 角 群 と 共有 す 。 そ れ 等 の 群 は Ca, Mg, Fe, Mn, Zr DO) O OFF 
と 二 つ の 原子 ( 秋 ) 或 は 一 原子 を 共有 て す 。 

Al OFF O OME Al の 周り の 四面 血 群 に 一 原子 に より て 結合 され 
Aik Be, Mg, Fe, Ca の 周り の 群 に 一 或 は 二 の 原 子 に よめ て 結合 さる 。 芝 
EO MPA BSI OT IEA 0, BL Pauling が 注意 を 和 興 へ た る 


| 
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如く それ 等 は Corundum 中 に て は 三 つ の 原子 あさ へ 共有 す 。 

Be OFF] O OW MBER BON > OW MRIs = AIBA — 0 原子 を 共 
AV O 6 

Mg, Fe, Mn, Ca の 周り の 群 は 一 或 は 二 原 子 を 共有 て す 。 

12. Pauling O='8F sSHERF ERE 

0 HET 
構造 群 の 間 に 原 子 を 共有 する 如き 配 位 構造 の ARR OMAR Ze LU, 更に 複雑 
な る 成分 の 結晶 の XRT EO THI SHESRRRREOo MZ, 彼 
は 藤 電 的 原子 信 に 開 す る 新原 理 を 提議 せり , その 原理 は 甚だ MA BAORR 
的 に し て . 新 結 曲 構造 の 分 析 に 営 り て も , 叉 原子 の 或 結合 型 は 蘭 酸 臨 中 に 現 
れ 他 の 型 は 何 考 に 現れ ざる か を 理解 する 上 に も 最も 重要 な る も の な り の 。 

ィ オ ォ > ン 化 合 物 を 支配 する 法則 を Pauling APORM < MARLO 9 

a) BBA オン の 周り に 陰 イ オォ ン の 配 位 的 多面 骨 を 構成 し , 陽 4 ォ yl 
ィ オ ォ オン 間 距 扇 は その ィ イィ ォ Vv PISOAMN CHES h, BB 1 イ オン の 配 位 敷 は そ 
の 年 第 形 ほ で て 決定 さる 。 

b) 安定 な る 配 位 構造 中 に て は 一 多面 鏡 の 隅 を 構成 する 各 陰 イオ ン の 電 
writ, COBMBOP OITA SBA KOCH SEF SHER P18 

bond OD) % PHBE Lt. 
cg) RUINED IC CA RBS BIE L, 時 に 面 を 共有 する 時 , TORE 

度 は 減少 す , T OBB LRT AK DBA FV UT COMMBNE SEO 
I= CHER 3 6 AHBEOWRI KE O, HO TOPKELY COSMO BE 
ee ADs 

d) 各種 の 陽 4 オ > を 含む 結 曲 中 に て は , 大 な る 原子 信 を 有 し て , €O fe 


LD Pauling, op. cit, 
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PLB te S % OlS HK EO HBO BRIE S SBM SMM D Oo 

e) 結晶 中 に 於 て 本 質 的 に ROT BDO (LIK BN 6 NIE eB BEM 
SHA O (BAO Parsimony)o 

ZEOENM ZEB ORE OPC OS TRAST 4 は 興味 みる TIED 
て , ABR Pauling は 彼 の 理論 の 應 用 を 廃 明 す る に 筆者 の 分 析 せ る 結晶 構 
x7 LIL LISSA Oo 

lai + ~ ORO OFA + - ORME LSARAIL TAIL eis る 
mann & SAKRBIX LC, HEME? S (bare 7% TRS OPEB COOKS 
例 な 0。 例 へ は 法則 Ca) (SP RMOB1 4 > の 周り の 0O 原子 群集 の 型 は Al 
や B の 如き 件 利 比 の 限界 に ある 場合 を 除 か ば , 淀 に 同一 な る こと を 暗示 す 
る な らん も, AMOR RISG SSL ERRLOS Pauling の 法則 (a) は 

温 純 な る 成分 の 結 品 に つき て な し た Goldschmidt の 法則 を 複雑 な る 結 品 
(= bE に 適用 PAE OREO, CORNCM UTS MRO ICT 論議 せ 
Do Si や ALOMSIR TOM 0 DH HED O-O OFRMHEE 27A か 或 は これ 
KOR NOT, これ 等 の 原子 は その 中 心 に 位 す る こと を 己 に 知れ 0。 こ 
れ 等 の 群 の 内 部 構造 は 複雑 な ら ざ る べから ざる に より の め , 配 位 敷 を PEO 
AIK OTHAM SP BOERS UDR ST. 1 4 v Sitt ERS SO" 
44 vk LEONE BELO TA ォ pe ERMOBBDtORBPKACE 
らし むる な らん 。 同様 に し て AlSt OF O ORR UPI HELA AS & NDE 
EBHS&SES AGVNO ME 5A, 何と な れ ば SOARS これ 等 二 型 
DFMO BS SERIE , 更に その 群 の 内 部 構造 は 甚だ 複雑 な ら ざ る 
べから ざれ ば な り 。 そ の 御 篤 比 が 更に 明 座 な る 意義 を 有する 中 間 の ィ 4 ォ ン シン 
PIL AS 5 ESE OM OREANC A 5 Do CaNa KK の 如き 大 な る 
AA PERT SIT IT, THERES) ORTHORUEKD BS A 
の みな ら ず , COMMS AMM LES. PMS, FROSBRFOR ODO 


e 論 kh Mm & 937(33) 


Hie T-REO I 2o MI Le BOIS 8 VLRES BN B MEANY Ze BME UATE 210) 

は 想像 する 能 は ず , され ば GRAS HBOS “is. CAA O RI 
es ia adios ee 
と し て は 便利 な る も , ICAES LD GS SMBH O. 

法則 (Cc) 及 Ca) は 高き 陽 電 荷 を 有する 陽 4 オン が 其 だ し く 近 接 せ ば そ 
の 結晶 構造 の 位置 エネ ルギー を 増加 し , 階 つて その 安定 度 を 減ずる こと の 
原理 を 表示 せる も の な り 。 選 等 の 原理 を 「 隅 , 生 及 び 面 の 共有 」 な る 術語 を 
EI SR 
方 な め 。 

法則 Co) は 法則 Cb) Kk OMDS SAREE MEE SM CLO, され 
(LZ 2 E A UCM S Ss DEK GA 

(Cb) に て 表 さ れ た る 法則 は Pauling PROM EMN 2 S BK O 0 BILE 
の 法則 は 高き 負 電 荷 を 有する 険 4 す ン を , 位置 エネ ルギー の 犬 な る 位置 に 
配置 せ し む る も の な る こと を 指摘 し て その 正しき こと を 譜 明 し , SERRE 
及び その 他 の 結 唱 構造 中 より その 例 を 引用 せり 。Beryl 中 に て は , O 原子 は 
Cd OT, 一 種 は こつ の gi 原子 間 に 共 有 さ れ , 他 の 一 種 は SiAl 及び Be 
の 間 に 共 有 さ る ヽ ゝ も の な の り 。 Si は 40O 原子 の 間 に あ り , 旦 つ 4 個 の 電 符 を 
Ad SBA, Si と O LOMOMT HARPER T ROC EB UT 1O 
RGN 6 So Be は 二 な る 原子 信 を 有 し ,40 原子 の 間 に 横 は る , され ば そ 
の 原子 償 標 は 1/2 の 値 を 有 す 。Al は 三 償 に し て 60 原子 の 間 に 横 り その 
FBR 1/2 な り 。 何れ の 型 の O (MO 電荷 を 有 し て 完全 に 年 衡 を 
TO, その 一 は 二 つ の gi 原子 4-1) ONE BO, fi Si, Al 及 Be 
(141/241/2) の 間 に 横 る 。Garnet OMS LTD O が 結晶 中 の 同 信 位 置 
を 占 む る 化合 物 中 に あり て は , この 法則 は 必然 的 に 弓なり , 何 と な れ ば この 
法則 は 塞 に 結晶 の 成分 は 化 旭 原 子 信 の 法則 に 従 ふ こと を 輝 べ た る に 過ぎ ざ 


238C34) aA hy RK S 


RUE Yo Pauling (COMBS MOM DAA L UC BRAINS ee 
立 す る と 共に , 結晶 中 の 異 れ る 位置 に ある 陰 』 オン に つき て も MMBC L 
Ze thi UC BRO BSE 6 —- FeSO o 

Be, SiO,, Mg, SiO, OM SaeAAP AS Tk, O be T (Liki SAY UC [ol AS 
は あら ざれ どる も, 猫 ほ 各 O 原子 は 同様 の 方 法 に て 結合 さる 。Be2SiO , 中 に 
で は 各 O 原子 は Si と 2Be 原子 と に 結合 され , Mg2SiO4 中 に て は Si & 
2Mg 原子 と に 結合 さる 。 こ ゝ に 於 て Pauling OEM Ce) (Parsimony の 
YEH) は 法則 Cb) & OM Dd SHRL EF. St, MTOM LILGNG 
ARE, 二 者 の 中 第 一 の 場合 と する 方 筆 ろ 可 な らん 。 HH Ce) DaPE ME 
FILER ORR SC EVER RAT SOBPLA ¢ WEIR 0, 
BANAT Sb, CI TORIC WES tit SEK SBR SERRA S — 
MAEM LUT Co) MUS EME, Al,SiO。 の 形 の も の は FO 
例 な め 。 

meee SES 厳密 に 成立 せ ざ ぐる 場合 も し ば し ば に し て , 特に 複雑 
な る 化合 物 に 於 て 然 0。Pauling (SHERRI ARH t OCHS SSS 
し て 之 に 従 は ざる も の も ある べき こと を 指摘 せめ 0 。Diopside CHT ISBK O 
原子 は 2Si 及び 2Ca 原子 に も 結合 され , RFR OME 2172 な 0。 
Sillimanite = TIS PRO Al 原 子 CAL) は 40 原子 中 に 横 め , MHHOPR 
CAl。) は BOUT PIE, 横 9 て 三種 の O 原子 あめ 。 BRO MFA Al, と 
Si と を 結合 せしめ て , その 原子 偵 標 の 和 は 13/4 な り め , 他 の も の は Al, と 
2Al。 原子 と を 結合 せしめ て , その 原子 偵 標 の 和 は 青 び 1374-200 BE 
型 の O 原 子 は Al, 及 Al。 を Si と 結合 せしめ その 條 標 の 和 は 21/4』 な 
Do COME & BAH CHT LeRESL. 

ARO EHES, COND BA LO MELA LENSSSULENS 
Pauling OMVROELS © t DYE ¢ HEE 3dr, HUS HARD Pri 3 4 
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に 輝 べ た る 結晶 構造 の 調査 も , 如何 な る 場合 に も 一 の 0O 原子 に 達する 原子 


(RO ASA 2 (2 UT, F の 一 原子 或 は COH) る 條 標 の 和 は 1 
な る こと を 示せ め 。 

立 電 原子 偵 汗 衡 則 の 興味 ある 説明 は . Warren OSS Amphibole OX 
RRA TI KO THN 64S. 第 9 園 に 示さ れ た る Tremolite 構造 中 に て は 
ABA に て 印 せ る 場所 あり て , そこ に は 人 金属 原子 を 位置 せ し む る に 充分 
% % BEI 0 4 Tremolite の 分 子 式 と し て ME 認容 きれ た る Cag, (Si 
O』)。 に て は この 位置 に は 必然 的 に Mg 原子 を 配 位 せ し む 。 し か れ ど も か 
く の 如 き 原 子 は 必ず それ と 隣接 し て O 原子 を 有 す べ く ,O 原子 の 各 は 25) - 
原子 に 結合 され て , 上 輝 の 如き 配置 は 不可 能 な る も の と な る 。 Warren は 
Amphibole O(CBLA HOR HA UT, これ まで 控 用 され た る 分 子 式 は 
誤 れ め り と の 結論 を 得 た の 。 

彼 の 提案 せる 新 分 子 式 は 再 。Ca。Mgs(SiO。 う 。 に し て , A, A に て 印 せ 
る 場所 は 容 際 の ます 存する こと ゝ な り , ZSEMMOLBA MORE & 
め 9 よさ く 合 致 せ り 。 し か れ ど る も, Hornblende に て は Si の 一 部 は al TH 
換 せ られ て , MEO Tremolite 中 に て 25) 原子 に 結合 され た る O_O 原子 の 
RFE RODS SLES. それ 政 に , A に て 示さ れ た る 場所 
は 金 局 原子 の 占め 得る 所 と な る , 従 つ て Warren は Si が Al に て 置換 る 
ti, 寧 位 格子 中 の 金属 原子 の 和 は 14 よめ 16 EKO ARAN OBE 
Na BK 原子 に て 占め ら る と せり の 。 そ の 和 詳細 に つき て は 原 報 娘 を 参照 せ 
BOS 

Pauling は その 静 電 原 子 儲 下 衡 則 の 正しき こと を , 正 の 位置 エネ ルギー の 
大 な る 場所 に 陰 イ + ンマ を 配置 せしめ て 謗 明 せ り 。 ま た それ は 結 曲 の ェ ネ ル 

ギー を 原子 間 の Medium 中 に 宿 れ れる も の と 参 へ て る も 訟 明 し 得る な らん る も, 
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| URMFLONEASL LCS, HRULIEMH KO BLT BMH 
12.96 DMOFEIRT OAM = Ar £-ORES OL LRERT« 
RE OPRYS Av X-ORDRY TVET OB, BA 結晶 構造 の 容 定 度 は 
増加 する な らん 。 We BIRT ACES 5 DMOR(SIAT OR TARE TALES 
れ , LOIN CHS tute B= AW ¥— Mb, その 経路 を 出来 得る 丈 短 くす 
る こと に より て 小 に さる 。 若 し EMT APM Mees SL, TERE 
は 負 の 各 原 子 よ め 出 る 力 線 は その 隣接 の 原子 に 終り て, TORMEN = エネ ル 
ギー は 最小 値 や と る な らん 。 HL それ が 成立 せ ぐ る も の と せ ば は ば, DRL 一 
BT KOR UT CHC BRE ES AMOR ST RO TCC OME = Hv F—(S 
天 と な る な らん 。 こ の 法則 が MN WES SSCL 0, BALSMM TE 
の 周り の 0O 原子 の 各 群 の もつ 藤 電 場 を 描き て , DM TH 自身 の 中 に 含 
Ud FAMO—MOWUE LENG SO, ZEORB EMA 6 BBS SZ 
如く な さ ざ る べから ず , THRE OMTORSTHHILE ORT KOR 
或 は この 0O 原子 を 共有 する に 至る 。 

原子 信 標 を 割 洛 て ヽ Si lh 4 BE BOLAURS HI O, Zk RE 
DL, X 線 胞 測定 に よれ ば Si と O と の 間 の 原子 信 標 は 休部 が 極性 を 有 す 

と は 限ら ざる こと を SICATHBOBRK 0 SIRS SS) 想像 せ し む 
る 理由 あめ CAUSES ROUM BBLS. SiO, RIAL UT 
ATC UT, COB S OB Sts, —OUE TAC AE Lic DUE TO 
BED OR TFO-DERG SEND HSS LBRO SIO, HOA 
構造 は 如何 に ある と も , TO OMTPISMOMT- & 0 TNF 4— HOM 
FEL ALS 20065 

Pauling は その 論文 中 に 彼 の 法則 の 一 例 と し て AL, SiO, の 三 型 ,Cyanite, 
Sillimanite 及 Andalusite の 結晶 構造 に 開 し て 泊 言 せ 9 。 彼 は TRHOU: 
則 」 を 用 る て 各 Al 原子 の 周り に 40 原子 が あり それ 等 各 O 原子 は 2 AI 


x # RR MR & 94137) 


ANMOHEA 1Si DURES FEATS UT, 2 ORFS 4 VIPERA HAZ Le 
結論 せり 9 。 こ の 二 種 の 〇 IRF ICS ZOTAR OFS 2 に し て , EIR 
FAP EORIEB LE Strvtc O と 言 ふ べし 。Pauling は Jackson 及 Taylor 
の 奥 へ た る 複雑 な る 三 斜 Cyanite の 結晶 構造 は その 法則 に 従 は ざる を 以 て 
其 だ 不 自 然 な る も の と し て 指摘 せり 9, 之 は 寅 際 に イオ ン 結晶 の 構造 の 一 般 
的 性 質 よ りす る も WBEKOSL, 何と な れ ば Jackson 及 Taylor は , AL/\ 
MOR t UCR ODE SEBS Las Al /\MEGIS Si DOTEBRE ¢ i 
を 共有 し て Al 及 Si は 殆 ん ど 互 に 重 ら ざる べから ざる こと を 看過 し た の 
Fo 後に 至り て Naray 及 Taylor は Staurolite の 研究 より し て 更に 確か 
らし き Cyanite の 結晶 構造 を 知る を 得 た り 。 THUY Sillima nite K 
Andalusite OMMUE Taylor に よめ て 分 株 され , これ 等 の 過 て の 結晶 構 
造 と Pauling が 湖 言 し た る も の と を 比較 し 得る に 至れ 9。Cyanite は 彼 の 
GSCHISEOS 4 b, 三 結 品 構造 が 充分 に 彼 の 法則 を 満足 する 場合 は 見 
出さ れず 。 Cyanite に 於 て は Pauling が 提議 し た る が 如く ,O 子 原 は Si t 
2QAlL 原子 に 結合 さる る が 或 は 4 Al 原子 に 結合 さる る な め 。 MSI EO 
4Al 中 二 つ の 向原 子 の 周り に て は 40 原子 は 第 一 種 に 属し, 2 O 原子 は 筑 
二 種 に 属す , 他 の Al を 周 る る の は 第 一 種 5 と 第 二 種 1 と の 比 に し て , また 
他 の Al を 周 る O ご 原子 は 第 一 種 3 と 第 二 種 3 と の 比 Vo Sillimanite 及 
UF Andalusite 中 に て は Al O/N O OPEL BUS DTA ENS T, 他 の 年 敷 は 5 回 
PERO 最も る 簡 軍 な る 化合 物 の 場合 を 除き て は 構造 智 の 形 は 多種 に し て そ 
の 構成 の 精密 な る 形 を 静 電 上 原子 信和 球 衡 律 の み に よ め り て 塗 言 す る こと は 困難 
な り 。 

_ イ オン 結晶 に 開 す る Pauling の 論文 の 最も 著 し S LENS, BEA OLENA 
は 存在 する に , 他 の 型 の も OUST BP ORB RAI DO o 
PN (ZRISBIS Mg 及 Fe OMS RBA + - RAT CHART Ts 
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0O:Si 比 は 本 1 より も 大 な る 場合 な きこ と を 指摘 せめ 。 二 償 陽 イィ オン が 6O 
RGIS CMR Strut © LIRA, Si に 附属 せ ざ る 0 原子 は 葬 電 原子 償 邊 
衡 則 が 満足 さる る 含め に は 6 の 金属 原子 に より て 箇 続 され ざる べから すず 。 
か く の 如 き 構 造 や とり て NaCl 様 の 配列 を 有する も の は 其 だ 不安 定 に し て 
ZOE GINS RES THAIS Pauling (SAME BST SH BK 
ZEB BO IESERRIS Ee — REEMBES ISTE FES S7E GA E biimit Oo OS 
FBTHNVY bMS T7500 A RIC —-ABF OH と し て 導入 され 得る 
DANE UT, Chondrodite R2IIC HOG SBMS 3 SBT CHESS. ZE 
同様 の 議論 は Potassium aluminium silicate 中 に て Al VRBO LD ZHI 
的 に 不可 能 な る こと を 示す に 用 ひら る , 何 と な れ ば gi DURE Al JRE と 
隅 を 共有 する に は 少く と も 4K- 多 面 鏡 を 必要 と すべ けれ ば な り , そ の 結論 と 

し て 長石 の 如き 化合 物 中 に て は Al は 4 回 性 群 の 中 に ある を 知る , また 更に 
Tun» Be F ts Mol 75 SEER LES 1:1 hO ’HTS Al3':RI+ 
比 を 有する も の は 存在 せ ざ る べし と の 結論 と な る 。 

今 観察 され た る 評 電 原子 儲 下 衡 則 より の 偏り か らし て , この HEB JLOR 
(CREA UC & O REM ZS AOS LIED 6 SARIBRS LHL, そ 
の 可能 産 の 大 な る ぁ る こと を 説明 せる が 如き 結論 は , 勿論 一 般 的 に 有効 な る も 
DEV. O, Si RBBRT ORG D HARB AO RIERA LIS le 
は , 充分 の 量 の , 高く 荷電 せる , 小 な る 4 オォ ン が 存在 せ ざ る べから ず , この 1 
ォ ン が 低 荷 電 を 有する 大 な る 陽 4 オン の 余り め 多 から ざる 量 と 結合 し て その 
構造 を 堅固 な らし むる 。 Pauling は か く の 如 き 構 造 に 開 す る 一 般 法 則 を 提 
WUT, COMBA 3 INN Te OCR) 0 
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1927, AASERTRaTE RRR, 
SH, Shin Hata. 

AN GRZAME RR EE FAT BE @ SE ED 
物 は ; 長 さ 6~7 mm, 幅 2~3 mm KOM fs 
PEW SBICT, 時 に Biko 塊 を な し て 産 
し , 時 に 5mm, fe FIC 15 mm KIEL 
SCLHV, MARIE eA LB 5.5 破 
WAC DS, ie ( UCKBEW, BARU 
ETL AF ef, 二 軸 品 た し て 9 DE 

RMT X= Mw, Y= 赤 視 色 , WE 
AR: Z= WEY o BPA xp=1.750, 
BD=1-760) Yp=1.765 (18°C), 光 軸 面 | 
b, !Bxa/ 人 A\c=32", 比重 =3.91, a 100), ¢ 
COOL, r C101) 及 1 (201) ERwH BHR 
の 如 し 。 


測定 値 ie + | 
a/\c 64° | 64°59’ 64°37’ 
a ヌ afr 123° 128°92/ 01 128°19 
af\l | 153° |154°0’ 154°3/ 


KEDROMR SiO, =25-2 TiO, = 
0-57, P,O, =6-48. Al,O,=143. Fe, 
0,=2-40; Ce,0,=1458 La,O3 etc,= 
7:84, YO tin, ThO, =0-88, Fe 
O=789 MnO=112 Ca0=10.4. MgO= 
1-04°H,O-=0-22 H,0+=2:32 MA — 
9979 に し て , ZED Apso. 3RIO。. 6 
(Si0,- P20;) 2H,0 CR" =Ca, Fe ete. 


R" —Ce, La, Y, Al, FeCR Th)) な る 式 
を 得 , 大 体 Epidote 及 Allanite と 類似 の 
HERS, LEP RES EMSS 
C ORT & ERE IL Nagatelite & fr 
GrV 5 <OBRPEALL SO Th 2 
SF DLV, BAAR lez Lee ST 


| 29K Bréggerite Cor thorianite), Magne- , 


tite, Biotite, Feldspar 2 Hornblende |< 
De THER Vo (Sci. Papers, Inst. 
Phys. Chem. Reseerch, 15, 83~88) 1931) 
Crate) 

1928, Tonalite 中 の 角 関 石 の 互 唱 
Gottfried, C. 

Val di Dois 産 Riesentonalite と 呼ば 
る くも の ^ ふ ゝ 中 に は 異常 に 大 な る 角 周 石 を 
FEL, TORE 30 cm 以上 に 澄 す る も ゃ の 
BY, RBPROWRIE SiO。40:62) 
TiO, 221, Al,0,1401, Fe,0,5-08 
FeO 7:13 MnO 0.0155, CaO 12:58 MgO 
14.03, HO (00°C WF) 0.10, H,O © 
C100°C 以上 ) 2-10, K,O 0:34 Na,O 
2:39 BaO 0:22, PO, 0-10, CoO 0-075 
Total 101-18%. に し て 多 色 性 あり , Z= 
Y= 神 線 色 , X—BREB, CAZ—22-°6 
«=1.658, B=1.671, Y=1-685, : 
0.027, 2v=80°+, Pike fs A IC 
す 。 BHMRE VBS SIC CaMg。 
ers Ca Fe,Si,O,. OMDF XV mk 

» 基 比 は 4:1 KK, PHY Rt 
は Na, Al,Si, Oj, を 形成 す 。 (Vert. 
K. Wilhelm Inst. f. Silikat., 3, 133~ 
134, 1930) CHAS) 

1429, Tuna H&stberg BMBRHRA 


Sundius, N 


Yes 
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著者 は Sweden, Tuna Hiistberg Ball 
の 洪 俺 に 富む Knebelite-skarn ore DER 
Rh, HARM e BASU. RHO 
HED HT RIL SiO 。47.78; Al,0,0-08. 
FeO. 0-11; FeO 14.51, MnO 29-20, MgO 
1.93, CaO 6.55) HO 0-09, fat 100-25 
に し て , JEM 83-6530 

%=1:725, B=1.728, Y=1737. 

¥-%=0-013; Y-B=0.0085; B-x=0.0045» 
PUR XY SE SIGH IZ 2V=72", 
QA VU FMe Stolk 2V—C0°, 
Ki BEES HEEIK KV WES BOX Lv 
=70-3°% Vo LOGE MICS Ls Bh 
PR IC HEART 3 IC, 含 鐵 量 と 共に 比重 及 
UMRAGK £2 do, BUMPS < 同 
HEC LT, 軸 角 の 差 も 赤 大 な ら ず <。(Geol. 
Férenigens, 52, 403~406, 1931 う 〔 吉 木 〕 
1430, Kamiah 東方 Anthophyllite 
硫 床 の 成因 ASH 1466 ZAR. 
1431, ベツ セ マ | fase BORG Car- 
stens, C. W., Kristoffersen, Kr. 

FaPY Forsbacka BESLBE HyPRPEDREIK Id 
A FC 3 BURG & HEC, 成分 は 75~80 
MnSiO3. 20~25 Fe SiO3s に し て CaO BD 
Lo X Domnarfyvet OAPEEPEDRMEIC It 
Manganknebelite を 生じ , 成分 は 64Mn, 
SiO』・36 Fe,Si0,% 9 o 次 に Mn 含有 量 
OPED 3 Bi OBE K LROB 
BEY o HAERIACMnO. Al,O,), 
WHEE CVn, SiO), 滴 俺 石灰 概 棋 
#i (Mn,Si0,~Ca,Si0,), Alabandin- 
Oldhamite (MnS-CaS), Hausmanite(Mn , 
04), Gehlenite (Ca, Al, SiO 7) WA 1. 
#7 v #4 (CSi) 及 Perowskite (TiO,. 


CaO) Me tg Yo Gehhenite は Rankin X 
U Wright WAKO 式 に ais L, MnO を 
@EFo MX Akermanite は Ferguson & 
Merwin の 式 よ り も Hofmann-Degen の 
一 般 式 (Ca, Mg), Si,0, (CfA L, 
Mangano-Akermanite (Ca,MnSi,O,) は 
常温 に 於 て は 不安 定 な れ ど る も . Ca 。(Mg, 
Mn) Si,O, Blt Ca,(Ca, Mn) Si,O, 
(SEX 2 AF > CNeues Jb. Min. etc. 
B.B., 62, 163~196, 19310 A) 
1932, BX Y FRE BERMBROKRE 
BA ANH 1962 SAR 
19433, Tridymite 及 CristobaliteM 
BEARS IS kSMBBORE van 
Nieuwenburg, C. J., Zijlstra,H. J. 
PRTAK tridymite と cristobalite と の 

識別 に は 信頼 し 得る 方 法 な し 。 上 眞 比 重 の 
WEL S CRB BIC BML IAD 
に 022%2 以 下 に 過ぎ ず 。 著者 等 は 極微 量 
の 粉末 試料 に も 適用 し 得る 装置 を 考案 し 
THR S 結果 は POM, その 値 は 
Fenner の 結果 ょ り 著 し く 低 し 。 

«—8 cristobalite 999°+5°C, 

«B68 tridymite 100° == Fee: 
141+7°C. 
%*—>B8tridymite RU *—>8 cristo. 
DEBE IC HS 3 IZHE IL B —> 
Y tridymite DIFBBICUT BOSH 
1/2 RUC HEY RICMAOIEET 3 
AE D IZ A RHR KU APE SEE & OFF 
ふ を 得 さ べし 。CRef. J. Soc. Glass Tech., 
14, 9~10 1930) (HARD 
1934. SRA IMB 3+ Et 
HREOKE BAK 


8—>y tridymite 


balite 


» 


HnPY Tessin #8 Brissago Mik K BEF 
6 REE Whit HP IC ik, EE & BADR の ma 
KD SLAMS BEVUCHK UV 
者 は Centovalli, Lago Maggiore 間 地 
KO WHE ROBB BAH & ITO, 
Piodina 際 近 に 於 て 興味 ある 十字 石 一 紅 
HA- BAH MAL ABAD  — AE 
に 紅 杜 石 は 歪 力 の 影響 な き 場 合 に 生成 す 
る に 反し , FHA BATS 歪 力 の 下 に 
於 て 生ずる も ゃ の と 考 へ ちら る くき を以て , と 
NEOPA L, 普通 一 般 に は 行 は れ ざ 
BATE 即ち 種々 の 異な る 物理 的 條 
TOF CBR ARS LOTS~LO 

RAE KD t DCRR, BAM 
雲母 , 2th 紅 杜 石 , 十字 石 , ROR 
を 有 し 。, MEIRAR U RAAB ELC 
VET, WELD, F 2 v BE, デル ョ ン , BR 
KA GHARU ERB LAO. GH 
CH DSH DAMN EME TL, 次 
KARBOLB RD LOM WAH Dt 
と を Niggli の 賠 式 を 用 ひ て 比較 し, 最後 
に その 縺 質 作用 を 論 ぜ ら る 。 即ち 本 岩 は 
SCBA AMEBHAT Baka k VG 
直さ れ た る も の に し て , BH 働 力 BAe 
用 に ょ り 十字 石 を 生じ , その後 EE 
質 作用 た に た ょ り 紅 桂 石 を 生成 し た る も の な 
Y oC(Schweiz. Min.-Pet. Mitt., 10, 117~ 
132, 1930) CHEASI 
1435, RAR eS 1) 2 b oe 
き て 岡田 家 武 。 

著者 は 1928 年 1 月 束 部 内 蒙古 Dtabusu- 
nor 湖 に 於 て Gaylussite ZRAL, MK 
Je DWE yy FA HW Be OF WER AL A Sa Stl, 
り 研究 せら れ , 特に Aoi e Mit LY 
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た る 地球 化 沖 航 代謝 輪 列 に 就 い て 詳細 に 
研究 せら れ た り 。 本 論 双 は 該 研究 の 第 一 
報 に し て ELE UCHR OFS, fA 
地方 の FE PENIC RAS 3 BEFED SCR, BE 
SW see, RU ATED & Rie 3 DO 
ORO FRA B ab eae O ic A t 
四 園 の 環境 と の 位置 前 開 係 等 に 閉じ 詳 論 
25S CLARA BOTH seth, 1, No- 
4, 1~148, 1930) CHAN 
1936. アン モニ = | DORK 
Wedekind E., Maiser G. L, ; 
著者 は 同一 系 統 の 化合 物 の 旋光 性 に 就 
2 CHA LILOMRE Cire o BRM 
子 の 存在 に GF. d-pheny!l-benzyl-allyl- 
methyl-ammonium-jodid 及び そ の Nitrat; 
d-camphersulphonat ; Hydroxyd 部 に 
N-methyl-allyl-tetrahydrochinolinium- 
jodid 及び N-isopropyl-tetrahydrochino- 
linium-jodid-essigsaure-I-methylester# の 
BAL © Hi FRE ILC He $4 (2 AE 8 FGIC [AS 
CHIN SIEMOMEOGEL Me Vo ft 
の 測定 に は 波長 665; 575; 492; 及び 436 
の 単色 光 が 用 る られ た リ り 。 CZs. 
Elektrochemie, 35, 438~440; 1929;) 
C 加 藤 ) 
1437, 百 雲母 の 結晶 構造 に つき て 
Jackson, W. W., West, J. : 
Muscovite KA1,CAISi, 0,COH), の 
Si MBSE & EMBER FAYE ICC 詳 
MIC HAZE LC, Pauling の 研究 せる Mus- 
covite Hit Ob EK LE KAR—-ES 3 & Ate 
y, B) a—5-18A, b=9-02A, c=20.044, 
8—95°30' we SHAR THC Ea a Fo 
Wa FEGA <OBMMIL Ch, Yo 


94642) 抄 


SK 


oe ‘ ee 


KRG ADH VIEL & WC RRR & FL 
XOMKMI COOL) に 下行 た し て a/2 
の 間 に ROM, 層 を 成せ り 。 HH UE 
に こと の 構造 と Dana の 興 へ た る a:b:c 


4A! =0-5774 : 1 :8. 
40+420H 313) B=89°54 と 
bio aa o> Fi OWNS & 2 
2K POLAT ah fob LIC X 
GOR e り て 議 明 し 、 
sage chy Dana の (hkl) 
4Al. と 新 単 . 位 格子 に 


; 開 し て 決定 せる 
CHKL) と の 開 係 は H=h, K=k, エニ = 
1/2 ht+3D な る と と を 示せ り 。 RK 
居 の 原子 配置 を くわ し く 考 察し て 之 を 決 
定 し , Diopside, Tremolite 及 Muscovite 
SA O*G ME LOM TEER UT, 
Tale IC MRE: SHEE OHime YQ A 


Diopside 
CaMg (SiO3) 9 


2 dao) =18-68 A 
b =8.89 
5.24 

‘Lremolite 
CayMgs5(Si4011) 200) 2 

2400) =18-80 A 

b/2 =8-90 
@ =5.26 

Muscovite 

daon =19.96 A 

b =9.02 

a =5.18 


OME FT A OMUME MeL IUHROWML 
(Z. X. 76, 211~227, 1930) CRD 


1438, Anthophyllite の 結晶 構造 

Warren, B. E., Modell, D. I. 
Anthophyllite DH BRB is Mg 

SiO, t¢#~bhreod%b, HoMg, Gi 


0。 う 。 と する の 適 営 な る さき を 知れ り , 


RUE HEC k IE OM PAF IL a— 
18:5 A, b=17-9 A, c=5.27 A に し て 従来 
OG HIT Chk) は (2h k, DES, と 
の 単位 格子 中 に 前 序 分 子 の 4 Me Zr, 
% ORR Vio な り 。 Anthophyllite 
Oxi e Enstatite の それ と の 間 に は 
密接 な る 開 係 あり , a と c と は 所 者 同一 な 
る に , b Hit Anthophyllite の 方 Enstatite 
OUD 2 feted &HMRY o HOME VORM 
St OUR SBA El—eV, Ze 
AEP REIC PST B COLD ICG te S 
の 開 係 を 利用 し て , 筆者 の さき に 研究 せ 
 Enstatite の 構造 ょ リ り Anthophyllite 
の 構造 に 移す を 得 た り 。 Si は © 原子 四 
面体 の 中 心 に あり, O が 共有 され て < 和 王 
の 方 向 に 無限 に 延び た る 二 重 の Si-O 3H 
を 形成 し て Tremolite に 於 ける が 如く な 
nY, SRFORERIKER Enstatite tc 
BI SBM Lo MBRBHO Pyroxene 
及 Amphibole (2 43 OFF SHEA & te 
LT HIC BRIBE Vo Mr ORICHK 
TO HAL V AHI OBB IC BRL Tit 
a KY OL OMRe 2 fF 2h, 
Pyroxene より Amphibole ~ ORE KEE 
し て は b the 2 fF 3 3,1'Si-O Hid 
Pyroxene に て は < HICH 3B —Bhic 
UT, Amphibolel€ T (4 [HERS % LTO 
BOW COMPRES ( SOF 
Yo CZ, X., 15, 161~178,. 1930) HB) 
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19439, 四 國 結晶 片岩 系 の 岩石 皇 的 研究 
鈴木 醍 。 

PU PB IC BE SE? Se HA a RCH HII!) 
Vo OE Hy RO BAC HF ROK 
HOMMIC Kt 53. FKACH SM 
BOG BATRA RTO, 前 者 を 線 色 片 
ay LAH A, RUDRA AO HFK 
ち , 更に その 成分 確 物 に ょ り て 細 別 せら 
HEV, MHUCKRHE C) 所 調 大 山 培 片 
i, (2) ABH SE (DREHER OE 
BH BIC DIRt 5S. Ch boSrar 
つき , そ の 現 出 其 毅 及び AM oA 
Ayah & 7c L, 就 中 著者 は , FER eclogite 
LHe bY LA Rac Ee 
る eclogite の 新 産 出 を 報告 せら る 。 次 に 
ZROBARVUGEYW OBERT & Hd, 
と れ ら の 諸 資 料 を Niggli の 方 法 に ょ り 
Cm L, か くし て KBR L の 特質 を 
SEAR LL, 最後 に OBA (EAAIK 論 
せら れ た り リ 。 METKKBKD ORS 
BAM, 全 系 を 通じ 大 体 均 一 な る 物理 化 
BAW HRHRO Pic BSC, 完全 な る BOGAKRE 
を 保ち つく ょ く , BAERS 行 ひ た る も の な 
| Y CJ. Facul. Sci. Hokkaido Imp. Univ., 
Ser. IV, 1, 27~111, 1930) (HAS 
1940, FANE ABS Lacroix, A. 

著者 は , RLY ROPER IC 従事 そる 
M. E. Ahnert KIC kU PYWRER HO 
WHICH C 控 集 ミ され た る , KWHORA 
幅 前 研究 を 行 ひ た る に , と これ らち は 熟れ ゃ 
玄武 岩 質 岩 石 に た 属す べき 事 を 知り , KO 
加 く 2 種 に 大 別 せ り 。 即 一 は 普通 の 玄武 


AC UC, flit feldspar-bearing basanite 
(CBS Ly Phar SDE SF Ae Y ORT こ 
者 に は , ASA OBE BRS FA RD 
の Wkibeiyb&e もの, 粗 粒 に し て ARR 
AICS OD, HORE CS L AE 
ME CMI Zo. 及び RBRALAS 
BORG 4S), WLCRAA-BI 
PFI EER. o その 他 tephrite Rlimburgite 
eR L, 最後 に と れ ら の 岩石 6 種 の 
分 析 夫 を 掲 ぐ 。 と れ ら の 玄武 岩 及 basanite 

は 南 江 洲 に 現 出す る manchurite KIEL 
多量 の K 芯 。0 を 含む 。o(Pan-Amer. Geol., 
53, 321~325, 1930) CHAS) 

1441, メキ シコ の 火山 岩 Burri, C. 

本 報 次 は Friedlander 氏 が 
Tequila, Pic von Orizaba, Colima の 三 火 貼 
ょ り 採 集 せ る 岩石 を 著者 が 研究 な る も の 
な り 。 之 等 の 火山 岩 は 長石 玄武 内, HA 
RA, HVA 4 AR A, Se A Re 
TAY, VRBUR, Te mY HRBCAIC UC 
REM FL BD RD EY do 1 RY IC BT 
SEKBMALAAKRU Alc —EL, 
Niggli 氏 の quarzdioritische Magmal< 3 
L, Qezahlt+ % % iW RT LAKE 
含ま ず , SiO, の 過剰 は 石 基 中 に 存 し 
Lacroix &® Dacitoide ICTHIES > Z¥ 
の 火山 岩 の 分 化 作 用 を 見 る に , ETE 
ょ うり 中 性 岩 に 至る 迄 は 太 下 洋式 な る る も, 
酸性 岩 た に 於 て は alk>al 叉 は al-alk Offi 
Pepi UT, 大 西洋 式 に た 局 す る alkaligr- 
anitische magma に て 表 は され , Arizona 
州 San Francisco Mts 型 の 分 化 曲 線 と 其 
だ ょ く 一 致す 。 MEZEBA DO normative 
plagioclase は , Hee ERR Ria tc# 


Cerro 
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( 
て は Ab,An,~Ab, An, PAKS V, X 


RMAC Cit MBA t HRA OS 
1:4 流 紋 岩 に あい て は K+ P=2: 3 な り 
(Z. £ Vulk., 13, 165~192, 1930) CHEF J 
1442, Akkavare 附近 の 
norite に 就 て Geijer, P. 

Fr ALA © Bij ASIN Al i AP LTE eS 
役割 を な す Gabbro rock OF # » RUMEIC 
ZLIB LA Bite Y PRS IC Sjaunja 
Country, Akkavare に 於 ける noritic 
varieties 中 に 鐵 分 に 富める norite ZEB 
め た りり 。 ze D IRAE % Wentworth 
micrometer を 用 ゐ て 測定 そる 結果 は 下 の 
如 し 。 


iron=rich 


CEN 


(5) 
plagioclase| 61-9 56-4 13-6 
magnetite 23.8 
10:7 10-8 7 
ilmenite Wee 
i 27-0 : 
|pyroxene | 21-0 Cturalite) ous 
apatite 3-8 2:4 9-7 
17-1 
biotite 2-6 3.4 C+amphi- 
bole) 


(5) (2RRDR, HET RRIR IK 1k L, BLE 
石 に 逐 し き は 明か に し て ,(5) & CB) の 
HRY OMICS 3 ARADO Be 
Ons rt, ARB Oo Shao FAA. 
「 開 係 は 然 ち ざ ぐる を 示す 。 基 の 他 liquid 

immiscibility SIC k BARA OYSE 
考察 そる も , (5 う を 分 別 結 品 分 化 作用 の 産 
物 と し て 考 ふ る は 最も 安 営 な る が 如 し 。 
叉 本 norite PORPIKA OPED Ai IK 
る 者 な る 事 は 異例 に し て , BRHBAO 
影響 に ょ る も の な ら ず や と 疑 へ り 。 


Gk 


従来 Gabbro 及 基 調 係 岩 中 た チタ ン 鐵 
春の 集中 する は , BED IEA の Teeny 
fir ZALES bHRNS d, Bi 
KR TARRY HK ic o AMES FES. 
事 明 か と な れ り 。 ARM BIL HF 
究 の 一 端 を 示す も の な り 。 (Geol. FSren- 
ingens, 383, 391~397, 1930 う 上田) 
1443, Erz Gebirge Oberwienthar 
POST IZGMS S ARO BE BAAS 
Herre: R. 

岩石 の 大 部 分 は 多量 の 長石 結晶 を 含む 
も の に し て , 大 体 絡 岩 系 及 玄武 央 系 の 二 
者 に 分 た れ , 何れ も 多種 の Mma wich 
Wet ED ET o MRICHT SOI 
粗 面 岩 質 , eae, vay yr RAREST 
7 YER LC, RR K BST StL0 
RACK BA, Toy 8, AA. 
YRARU AM ASE YU, MRR 
ACS Mt Se LiL SIC L 
TAL ALYIN A RIC ST USE Fi te S IC 
反し , 灰 チタ ン 石 と チタ ン HA OFL* 

Bt iy @, EVN iL AE hii, 片 訪 岩 等 他 種 
の も の な れ ど る も , PY ey GB, Beh (k 本 地域 
CWSG B BREA KA & WRaP_ LAB HE Te 3 
係 を 有する も の に し て 中 に は 地下 深 所 に 
KG d Biko Rig ic BO SoH ADEA 
を 明示 する も の あり 。(Ch. d. Erde, 4, 
632~665, 1930) CANE) 
1444, Tonalite PORMSBER A 
1428 2A. 
1445, 甘 領 束 ア フリ カ の エル ゴン 山 の 火 
Ws Odaman, O. H. 

=m ay WI Kenya Colony と Uganda 


» 


Ce 949(45) 


Protectorate の 間 に 位 する 火山 に し て , 
3000 sq. km の 面積 を 占め , Ste 3 HI 
形 を 時 す 。 著 者 は 本 火山 活動 の 順序 を 
Nephelinitic Stage (#24), basaltic 
Stage HRARALHKA REA. SRA, 
241 ZING), Phonolitic Stage QA, & 
BRSAVRE, SHRBAA) に 分 ち , 
Na & RAMA LING & Bergalite と 
に 人 分類 し , 2ZEO DA, 題 微 鏡 的 研究 及び 
HB KAIC OS THN YU RUG It 
東 ア フリ カ ヵ カ の 他 の 臨 域 に も 分 布 し 、 そ の 
分 布 の 主体 は Rift valley の 二 枝 た に し て 
#2 H(i Gwasi Plateau 及び Nandi 地域 
KOA L, HOM RAO Fr HY 燈 岩 は 
Kilimanjaro eU[ff i D WRI ELS 0 本 
KMKRCBAKMEHOMELB A, Te 
RIK ABALRKARUBAC UT, - 地 
LE IRE IC aE, HEM ES 外 の 地域 
に 於 て も 同一 な り 。 有 叉 本 火山 噴出 時 代 は 
Gregory KIC (KMIE Laikipian CLower 
Pliocene to Upper Miocene) な ちん 。 
(Geol. Féren, Stockholm, Fér.,52, 455~ 
536, 1930) CHARI 
1446, 火成岩 列 の 分 類 Peacock, M. A. 
捧 成 岩 列 を アル ヵ り 性 及び 石灰 性 の 二 
群 に 臣 分 する 事 は 従 來 認め られ た り 。 然 
nk, 例 へ ば 北極 地方 の 或 岩 列 の 如く 基 
の 朗 れ た 属す る や 不明 に し て , 正 営 に 分 
類 し 得 ざ る 者 あり 。 と ょ に 於 いて 著者 は 
現行 の two fold classification を 敷 条 し て , 
FAVE, Tr DY AIRE AIRY wv 2 
リ 性 及び 石灰 性 の 4hEK ADT SCLE 
提唱 を り 。 HAAG AR ARI OLE は 基 の 
Variation diagram 中 に 充分 題 は る ヽ ゝ る も 


の に し て , 代表 的 な る 13 岩 列 の Variation 
diagram を 検 す る に , COB ADV 
線 と 石灰 曲線 と の 変 器 に 営 る SiO, の 量 


Calkali-Jime index) は , 岩 列 を 特徴 っ つけ, - 


分 類 上 役立つ 者 な る 事 を 知る 。 
ょ つて 13 の 岩 列 の Variation diagram 

ROL O Tit & BEL, Li 4a © MR 

界 を alkali-lime index RPV D_ 

決 せ る 要 引 は 次 の 如 し 。 

Rock series 


Alkali-Calc 
calcic lalkalic 


Charac — 
teristic 
Mnierals 


Rhombic 
pyroxene 
Soda 
pyroxene 
Common 
horn- 
blende¥ 
Soda 
amphi- x 
bole* 
Soda- 
potash- x x 
felspar 
Felspa- 
thoid a 
Quartz 


Alkalic 


eoccce 


seecee | sscees || Svemes 


Na,0+Ke20 51 56 
=CaO at 


61%SiO» 


3% in intrusive series, Alkali-lime index, 
(J. Geol. 39, 54~67, 1931) (EAI 
1447, BR—BKRSAB INT SHRM 
成 生 順 位 Kunitz, W. 

Pegmatisch AUR —HOKPELIC HST B. 
We RAWAL, 最初 に 主として SERA 
を 生じ , RIC BERRI, Re ariC ele ae, bit fe 
物 , KRDO RA EET 一 般 に BH 
(2 EER XY RHIC HAMA > (Fort. Min. 
Krist. Pet., 15; 295, 1931) Cy EFI 
1448, KSBROREBOMIERE 本 


} 


vt 
Leen 


250046) 抄 


$k 


fl 1464 BHRO 
1499, #SHSHASOUWRIER Ai 
14t0 2K. 
1450, MgO-FeO-Fe,0, 三成 分 系 
Roberts, H. S., Merwin, H. E. 

MgO-FeO-Fe,O,, 系 は 酸素 1/5 SBE 
DEIED FEI 1000° 以上 の 温度 に 於 て 研 
Rt Bo 

三成 分 系 MgO-Fe,O0, に 於 て は MgO. 
Fe。O。 以外 の 化合 物 を 作ら ず , と の も の 
iD HDFAIK HEY FEB IS Dissociate し 1750 
125° KA CHALE, RAKE co 
化合 物 ょ より MgO OFA ME OK 
が る 。 二 成分 系 FeO-Fe,O, に 於 て 
1386? 土 5" 以下 の 安定 相 は Fe。O.、 ょ り 
DOME & BAT 3 dk BIO BYE kx 
り , 1386°+5° 以上 の 安定 相 は FeO, 
ょ り 多 量 の 酸素 を 含有 せる 磁 鐵 距 固溶体 
な り 。 三 成分 系 は ニ っ の 固溶体 界 域 を 有 
し , 第 一 の も の は 千 度 以下 に 於 て MgO に 
始ま り 温 度 の 増加 に 従 ひ MgO, Fe。O。 
と FeO © Fil ~ Bias 3, 液体 相 は 1770° 
125° に 於 て 現 は れ そ の 場合 の 固体 相 の 
PRIS 73% Fe,O, CMB? Y HX 
OIA KIL MgO. Fe,O, X 0 BBO 
加 に 件 ひ 酸化 鐵 の 境界 に 向 ひ 1386° + 5° 
IC % OMFICIES 9 MgO. Fe。O。 と 約 
1% の MgO OBI¥E(KIL 1750° & Y 1000° 
MILE ICT HEF Yo CAm. J. 
Sci., 21, 143~157, 2931) CBF) 


ZB k 2 


1451, Wabana SiRRORBIRT 
Hayes, A, O. 


He oRROWRE RAL RW O 
PEMLIEA OE te SI CHAM LE SLD 
に し て , 上 部 に は odlitic Fe Sulfide を 
生じ, chamosite は 直接 ordovician OVE 


KX VULEIRT > M hematite は chamosite 


の 酸化 に より て る も 形成 さる ゝ も, HHS 
著者 は chamosite と 同様 の 成因 た にょ る る ゃ も 
の と も 考 へ 得 と 云 へ り 。 (Econ. Geol., 
DEAE ES DRE & MATS Y 
24, 687~690, 1929) CHEF ! 
19452, Wabana sR RMON A IK 
BET “Hayes, A. O. 

Newfoundland, Conception Bay に 面 せ 


| B hoy RMS @ MS D Hb ELAR @ HE FE IS 


% Ops O Ye wE IR U' fi MIC Bell Island 
Kode S Wabana HIRKOWA 
に 重大 な る 開 係 を 有する も の と な し , 著 
Alt E UC Heth FO WwW Se & RAC OT 
FEL, Yee ( R~S Wabana MIKO 
ELS, tODRRL DK LSB 
HL & RAY V 。CEcon. Geol. 26, 44~64, 
1931) CBF 
1453, FeO-Fe203-MgO= RAH 
ASHH 1450 28. 
1454, Bessemar HORM 
ASH 1431 23RR. 
1455, Cornwall $BiRRRICRET 
Davison, 

SBR A HA PICEA LAR in & iE Ry 
MEO BWRRIC KY MAS bike Swe 


| ARBRE LC BARS AS a © FARR Mt Se 


CAL, BRR RAB IK HRs AIA 
(EA ERY CT, SAAES TE fA EAE OTB 


| AWWA ERS Yo A IAB OER & 


aes 


Sate 


k 251047) 


FRE LIC BHRA RENE @ RL @ Bae 
居 に 就き て 述べ , 叉 火成岩 と の 距離 と 脈 
五 の 種類 と の 開 係 を 見 れ ば 1) Asa 
自 雲母 多く 線 泥 石 を 少量 含む 。(2 う 生花 賠 
AltA Be, RA, (3) HACE © ERIE 
HUES L, (4) ARAM OM F OP 
WE ERA, BRAS VY, 5) 16 AAO 
PR & Hh OPRUR IT ESAT DAZE LL, PRURFT 
(LAr FEL RIC TE ih OFA DFG 
ALPE L OBS Aid, C1) 磯 
WYK > PRE 2° S TE ps A O pS tat SHE vs 
多量 に し て 電 無 石 は 稀 な り 。 (2) WHEE 
用 を 甚 し 《 く 蒙 れ る 花 較 岩 は 常に 少量 の 電 
RA LBRO ALB &PS-5 (3) BS 
AID AD te & BORE HE © AE fag IK 
ZS VY, WHHL IK 2 HS CE 
Ro (Mining Magazine. Sept., 1930) 

CP BF) 

1456, Canada, Coppermine River 
OSH ISRET Gilbert, G. 

DR © te 3 HEA IE amygdaloidal ba- 
salt に し て , その 下部 に は dolomite, 上 
部 に は 赤色 砂岩 及 頁 岩 あ ちり て 之 等 は 共に 
late precambrian 時 代 の も の な り 。 

礁 床 は と の Basalt 'P OBHF & FELL 
STRMIKO LD, Mlk Basalt の 上 部 の 
brecciated zone FEAF 5% OFS VT, 
GRBRBR & WRAL UCT STL 
多 Lo 

ve 3S SWRRIAESARIC UC, 基 他 自然 
銅 を 伴 ふ 。 FASRSA A ES BE IK TR SAE 
HS L-CS MP & BET 3 RWI 
BOR PME LTHS. TF OMBMD 
KBP & HEIKO PESATID V, X 


微量 の 黄銅 斑 , WIRE & PS CLBEV, 
HESIHKIL stringer Lit lense & LT ME 
THEBIR CB STEMIIKO OB 6, ARIE 
(LT OPEL HPO DLV MSDS 
HERD, HMA r Y to iko— Mm 
CHEMPORT SLTCLS VC, BH 
Os Fic (LHESADK LAR AT K UB RAE OD 
も の な り 。 MGAM LM Me DOT 
ft SAME L, PICHIA RD 
微粒 を 共生 を し むる 事 あ り て , と の 場合 
に 自然 員 は supergene D8 ORV EXE 
bo 著者 は 更に 下部 の 白雲 岩 及 び 上 部 の 
DB IC RO 3 MOBIC TEM ICC 
(Econ. Geol., 26, 96~108) 1931) 
Cth BF) ‘ 

A hw hk 
1457, AiR AH OMA IE 
Stadrichenko, T. 

Uo-C AUR LS S EY 
Betta Ae ete SUR He BAT 3 HE 
MAY. PHCHWAR CRE S 
を microfurnace に 因り て 比較 研究 し ; Bb 
Fp SHEAR DPE OA RIBS 
2 BBE S HES Yo microfurnace に 依 れ 
ば , 2S ab OME TO Rey watt ta 
Ag ICE LARD tHe 8 明 
に 認め 得 ら る 。 湊 青物 の 油 化 温度 は 各 岩 
大 た に 於 て 異な り , 一 定 の 岩石 に あり て は 
一 定 の 油 化 温 度 を 有 す 。 COMBO 
は 主 ょ し て 炭化 作用 の 程度 に 因 る も の な 
y 。 地 質 時 代 現世 漆 青 岩 の 比 較 研 究 結果 
1 GRA LH A RABY O HAHE BH Vs 
Hb Jy ES AL ET Bt © SAME © Ye 


~ 252¢48) wb 


$k 


HEX LHL, H. isotropic の も の ょ り 
anisotropic の も の に 継 ず る も の な すり 。 
CB. Am. A. Petrl. Geol., 15, 161~164, 
1931) CAAD 

1458. AABARBROEKORE 小 
BAF 0 

AF SFO FBS SH KT SMa 
FS PAPE AA te SBE BAM FH MMA ER 
の 如く 論 ず 。 WS CD) RFRA = % B 
HEL PUR KS GTS IK BSD 
ず し て 魚油 な る 可 し 。 (2) Ai A BRT 
は 火山 作用 た だ た ょ り て 死滅 せる 魚の 内 最も 
安定 な る 魚油 が 出色 頁岩 の 構成 成分 な る 
酸性 白土 中 に 吸着 せら れ 綴 人 徐 な る 分 解 作 
用 を 受け 石油 に 獲 化 し , FA OVE 
中 せる も の な る 可 し 。(3) 根源 と し て 魚 
油 は 充分 な る も ゃ の な り リ 。( 工 ) 化 , 34, 284 
ー290; 1931) C/A) 

1453, AASASCRHEALCOME 
WS PKAZB, 山本 研一 。 

LAE LAS Sie! OR A AH, 
HAN ARBRE S & HRA L& 
BR Lb, RE, Tr wD) WS SAM 
BE, YAR SYA SARE REARUX 
PRU TTORS (Ch & LEE L, LE の 頁 
岩 は 酸性 白土 と 密接 な る 開 係 あ る ゃ の と 
diam L, ASR alt 石油 形成 後 の 残 角 
な り と 論 ぜ り 。 CH, tt, 34, 276~286, 
1931) C/A) 

1960. 湊 青 質 黒 色 頁 岩 の 堆積 環境 
Hard, E. W. 

筆者 は 黒色 頁岩 の 堆積 た 開 す る 種々 な 
aval & 517A L, Central New York の 
devonian 紀 の 黒 色 頁 岩 の 堆積 環境 を 詳 論 


基 一 部 分 に し て , RB CL PERL IR 
水 と の 間 に , 叉 西 に 於 て は 多少 深海 に 
LT, & Uk & DK HORE AT oi 
等 頁岩 中 の 濯 青物 含量 は 有機 物 の 種類 に 
は 開 係 な く , 其 分 解 得 度 に 因 る も ゃ の な り 2 
C OEP te SS FIEIA ELD WK IK © 
行 は る ふも の に し て , 一 方 た Re Cir 
と 反 謀 の 環境 が 存在 する も の な サリ 。 <B. 
Am. A, Petrl. Geol., 15, 165~181,1931) 
CAA) 

1461, 油井 の edge water 
luys, J. 

RFE IC WSC UL ATT & RIE S RICH 
TB edge water が 殆ど な き 場 合 あ り 。 基 
原因 に は 種々 ある 可 き ゃ , 或 場合 に 就き 
て 論 ぜ り 。 研究 の 日 的 は 毛細 現象 は 油井 
周 園 の 空 慮 の 外側 に Ah & RAT OL, BL 
edge water DBM & Mill UTE XS SB & ws 
WetVeFSt,oOrv. wheoaete & 
る 場合 に は funicular 及 pendular の 2K 
態 が 存する も ゃ の な り 。 硬化 し 多少 の 空隙 
の 存する BAIL AUT A, ZER  S 
3 ih & 3 L CHAK LAG SIC, Jamin 作 
用 は 之 等 の 移動 を 防ぎ 得 ざ る も の な り 。 
BD DHHS 1 ak UV RE LR OTH RIK 
BAL, UT し て 油井 の 方 向 に 移動 する 
LDV, HURAMORMAA OB 
BEG LOLPHISMROARILOA IK 
BMH Ie S B—ALIC MO Mn & RUB AS He 
EV. AU LEICA CHT S % Oz 
Yo edge water 6 jh OF & & RIC 
別 な る 原因 に た 因 ら ざれ ば 油井 に 移動 し 得 
る も の な り 。(B. Am. A. Petrl., Geol., 


Vers- 


nid 


yy 


oe | 253(49) 


15, 189~200, 1931) CAA) 


2 A aD 
1462, VAY bE BHRBO REM 
Nacken, R. 


FE PE IK BE RAE OAR AE 
HF & HC] 混合 液 中 た て 測定 そる 結果 
ROUNM し 。 


a 溶 解 府 

化 合 物 Cal/g [Cal/Mol 
«CaSiOs 437.803| 50-768 
BCaSiO 4 421.037| 48-996 
CaO+StO 9 677-613) 78-873 
yCaoSiO'"4 537:304, 92-671 
2CaO+S105 746-70 | 128-78 
StSiO3 850-26 | 57-418 
SrO0+Si0 9 500-69 82-078 
SreSiO4 359-89 | 96-294 
2Sr0 + SiO 2 483-07 | 129-25 
BaSiO3 235-41 | 50-30 
BaO+SiOg 329-99 | 70-509 
BasSiO 3 232-29 | 85-03 
2Ba0+S102 | 300-17 | 110-221 


HEE CEPR IL YARRIR < eB DUES 
F ANSE AE POE OFF BRO ML, 


a: a 
tf @ Cal/g (Cal/Mol 
CaoSi04 209-396 36-109 
Sr2Si04 123-18 | 52-956 

BaoSiO4 67°88 | 25-19 
Pb2SiO 4 10.804 5-410 
CaSiO 3(8) 256:594| 29-877 
CaSiO 3(@) 239-830) 28-105 
SrSi0 3 150-43 | 24-660 
BaSiO 3 94.58 | 20-209 
PbSiOg 13-985} 3-954 


| Zement, 19, 818~25, 847~49, 1930) 


C79) 
1463, 脱水 格 土 の 熟 量 前 研究 Klever, E. 
Zettlitz Kaolin HAO 40% HF に 
BO SARAE MB Y. 400°C UFO 
Bka~s yO Bg Hlit +1445+0.75 
Kal/Mol に し て , 550~900° 間 の 脱水 ヵ 
ォ リ ン は 十 1793 Kal/Mot な り , BIC 
{HOEK V KMS +34841-5 Kal/Mol 


L205 THERA OR ew RUE 
FERRO VAMP IL 4 IK Ds IV yori 


EV pte S WHKIC, FAK F. Rinne の 
ZS il { Meta-Kaolin 或 は 無水 か カオ リン シ 
な り と を 老 へ た り 。 然るに 900°C 以上 に 
て は メタ . カ オリ ン が 分 解 し て 1050°C に 
て 終り ,1100°C VER CAR Bib 
り HE MCHA Lie. ChHEEBAO 
PRAMABIES & PMH. (Vercff, K. 


Wilhelm-Inst. £. Silikat., 3, 17~22) 1930) — 


CHARI 
1464, Tridymite BUS Cristobalite 
OARS. AHH 1435 BAR 


1465, Bessemer 三波 の 硫 物 成分 * 


He 1431 ZAR 
1466, Kamiah RAICKISRHNAR 
FRO RE Anderson, A. L. . 
ASHER VL Idaho County の Kamiah の | 
4214 mile Columbia Plateau O#EKIK tit 
L, dni BEAK & & Ly 直 肉 石 は 繊維 汰 を し て 
BAAKIC BLAS 0 ADRK © BR By a = RIC 
分 た る , 一 は dunite HAA BORA IT 
FL ES AJR RGR ED SO BEER, 
7a DPM, RHIC LC, WIAA & 
SURREY IC LC, MA, BVEHC? ) 


‘ 2 ms 


954050) ; » 


iN A, Me So, HA 
HMA AE dunite PORMRA 
を 置換 し て , 成 生 せら れ た る HE 評論 せ 
Yo BAW UL BUI IC (SPAHR aS EC EPR 
2S, BUC LRRRU 硫化 物 に 富む 
に 至れ る 岩 虎 水 の 作 用 に 依り 生 ぜ る 水 熟 
BH OH RCIA To VJ. Geol. 39, 68~ 
SL 1931) CHF) 


BR 


1467, BrRethREWEICEAT SHAEO 
SLERERES Agde, G,, Winter, A. 
AKOWGHEE BO LoBRGECtKkt 
る Meurice-Kattwinkel, Meurice-Gabinsky 
及 Marschal-Bard の 3 法 の 比較 試験 な 
Vo 用 ひたる 試料 は Fettkohie na 
75-5 灰分 3-3) & Were YM 92-1 IK 
B21) ORL He SRAM ICY 9 TOF 
果 を 見 る に , 以上 の 3 法 に ょ り CHES 
値 は 何れ も 試料 の 混合 の 拓 合 と 比例 し , 
HORKPTMRK DY, HLMSRKR 
KXVLECKURDK BLU MOH 
法 に ょ る 値 を 求め らち る ゝ 如く な れ ど る も , 
之 を 他 の 石炭 種 に 試み を た る に 系 敷 は 一 定 
せ ず 。 叉 何れ の 方 法 る 測定 結果 に 相 営 の 
PRAM E ACE VS HEL VAT 
Marschal-Bard¥& (4 & 6 JERE % Y o(Brenn- 
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LSI KOTRL, 赴 加 里 填 の 加里 ~ 
含有 量 を 比 法 測定 し 著者 の 腐 填 酸 立体 化 
幅 を 満足 すべ き 結果 を 得 た り 。 メ チ 1 ル 
化 せ ざる 元 府 植 酸 の 協 は 基 Carbonsiiure 
Salz と し て 要する 人 金 局 イオ ン よ り 多 量 の 
人 金 属 含 有 量 を 示せ を せり 。 由理 由 は Pherol 
性 の OH 基 の 坦 成 生 た に 基く 者 な る さ し 。 
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